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  序文


  



  　「顔と顔を合わせて」が、ただ神とだけ共に過ごす、毎回の「静思の時」の特徴でなければなりません。しかし恐るべきことに、今日のあらゆる知識にもかかわらず、すべての神の子供たちが、この本の題名が示唆する神とのあの直接的な交わりを持つほどに、神を知っているわけではありません。「心の目」が「見る」ことのできる神との交わりがあります。とはいえ、やがてもたらされるであろう完全な視力と比べれば、「私たちは鏡にぼんやり映るものを見ている」にすぎません。


  　神と「顔と顔を合わせて」まみえる交わりが存在します。その交わりにより、私たちはダビデがしたように「主に尋ね」、答えを得ます。その交わりにより、私たちは主と交流を持ち、主の御思いの啓示を受けます。その交わりにより、私たちは理解力をもって私たちの神の目的を知り、その中に入ります。


  　この本のメッセージは、特に「静思の時」のために書かれています。ここでは、モーセの生涯を振り返ることにしましょう。それは、「神の幻」の中から教訓を得るためであり、モーセの内なる生活を垣間見ることによって、どのように彼がエジプトの宮殿から王の王なる方の「臨在の部屋」へと導かれたのかを見るためです。聖なる記録は告げます、「イスラエルには、こののちモーセのような預言者は起こらなかった。モーセは主が顔と顔を合わせて知られた者であった」（申命記三四・十）。しかしモーセは、かつてこの世の国、異教の宮殿に生きていました。彼は、他の人々と同じように、キリストに従うことを決断しなければなりませんでした。一歩一歩、彼は主を知ることを学び、主に全く従うことを学びました。そしてついに、彼は永遠なる神の友となったのです。それまで、神をそのように知った人はほとんどいませんでした。


  　「モーセには、顔と顔を合わせて神を知ることが可能だったかもしれません。しかし、私の環境や、当時とかなり異なる今日の状況では、私がそうするのは不可能です」と言う人はいるでしょうか？


  　モーセもまた、「自分の環境は自分に不利です」と確かに言えたでしょう。彼はこう言えたでしょう、「パロの異教の宮殿から遠く離れて、平和な天幕生活を送っていたアブラハムには、エホバと顔と顔を合わせて交わることが出来たかもしれません。しかし、エジプトにいる私がこの環境でそうすることは不可能です！」。


  　ヘブル人への手紙三章五節は告げます。「モーセはしもべとして神の家全体に忠実でした。しかし、キリストは御子として神の家を忠実に治めておられます」。私たちは御子に結合されて、子たる立場を与えられました。「もし子どもであるなら、相続人でもあります。私たちは神の相続人であり、キリストとの共同相続人なのです」（ローマ八・十七）。


  　「顔と顔を合わせて」神と交わることは、神の子どもである私たちの生まれながらの権利です。もし私たちが主を知ることを願いさえするなら、聖霊は私たちを、信仰から信仰へ、栄光から栄光へ導かれるでしょう。そして、私たちは実際に、「もはや奴隷ではなく、友」となるでしょう。


  　「顔と顔を合わせた」交わりが意味するのは、まず第一に、私たちはいつでもどこでも、目に見えない方と霊的に交われるということです。第二は、血を注がれた恵みの御座を通して語られる主の御声を、私たちは心の中で聞けるということです。


  　神の御前で待つ時、「私はあなたの御顔を慕い求めます」と叫びましょう。そうするなら、主は御顔を私たちの上に輝かせてくださるでしょう。そして、私たちは習慣的に主の御顔の光の中を歩み、主の栄光を見、主と会話するでしょう。


  



  
    あなたの御顔を私に示してください。

    神聖な美しい一瞬の輝きを私に見せてください。


    そうすれば、あなた以外のものを

    私は決して思わず、決して夢見ないでしょう。


    弱い光はみな暗くなり、

    劣った栄光はみな消え失せるでしょう。


    もはや二度と、地上の美しさを、

    美しく思わないでしょう。

  


  



  第一章 死からいのちへ


  
    彼女はその子をモーセ（「引き出された」、欄外）と名づけた。彼女は、「水の中から、私がこの子を引き出したのです」と言ったからである。（出エジプト記三・十）

  


  　モーセの誕生とそれにまつわる出来事は、神の救いの道を予表します。神の救いは、人を暗闇の力から神の愛する御子の王国の中に移します。


  　「パロは自分のすべての民に命じて言った。『生まれた男の子はみな、ナイルに投げ込まなければならない』」（出エジプト記一・二二）。モーセが生まれる前に、死の宣告が彼に下されました。しかし、両親は信仰によって、彼を丸三ヶ月間隠すことができました。もはやそれができなくなった時、母親は無力な赤ん坊をパピルスのかごの中に入れ、自分が信頼する神の守りに赤ん坊を委ねて、川岸の葦の茂みの中に置きました。ここでパロの娘が赤ん坊を見つけました。赤ん坊は救われ、王の子どもとして育てられました。


  　ヨケベトが自分の赤ん坊を世話した方法の物語を読む時、神がどのように御旨にしたがってすべての働きをなさるのか、はっきりとわかります。かごのアイデアを母親に授け、自分の宝物を川に流すよう彼女を促したのは、神でした。神は、彼女の可愛らしい赤ん坊を死から救って彼女に戻し、ご自身のために世話をさせました。こうして、神は母親の信仰に報われたのです。「この子を連れて行き、私に代わって乳を飲ませてください。私があなたの賃金を払いましょう」（出エジプト記二・九）。この言葉はまるで、神が、パロの娘の口を通して、母親に語っておられるかのようでした。


  　この物語は、自分の手で息子を祭壇の上に置いたアブラハムを思い起こさせます。「彼は、神には人を死者の中からよみがえらせることができる、と考えました。それで彼は、死者の中からイサクを取り戻したのです。これは型です」。ヨケベトもまた、神は赤ん坊を死から救うことができると考えて、自分の手で赤ん坊を水の中に流しました。そして、神は確かに赤ん坊を死から救われました。


  　これは、神が私たちに与えてくださった、贖いを予表する素晴らしい物語ではないでしょうか？死の宣告が私たち全員に下されました。しかし、神の聖なる御子であるイエスは「すべての人のために死を味わわれ」ました。彼は、神の予知により、すべての信者が入る「かご」になられました。私たちは十字架上で彼の中に植えつけられ、キリストの中でモーセのように死の水から引き出されました。私たちは「死者の中から生かされた」者として、新しいいのちに引き出されました。そして、子たる身分を授ける霊を受けて、主なる神、全能者の息子、娘になりました。


  　ステパノは、モーセの誕生に関する短い歴史の中で、「彼は神の目に美しかった」と述べています（使徒七・二〇）。贖い主は、破滅から救われて、彼ご自身にあって新創造とされた魂を御覧になる時、「わが愛する者よ、あなたのすべては美しい」と仰せられます。


  　この新しいいのちの開始を経験的に知ること。私たちがどれだけ「顔と顔を合わせて」神と交われるかは、これにかかっています。（私たちはこの交わりを知りたいと願っています。）


  　十字架のメッセージにおける「キリストの第一原理」を、私たちは本当に理解しているでしょうか？


  　赤ん坊のモーセは、かごの中に入れられて、川に流されました。それと同じように、罪人として死の宣告の下にあった私たちは、十字架上でイエス・キリストの中に入れられました。ですから私たちは、神が私たちを御覧になるのと同じように、自分を見るべきです。私たちはキリストの中に植えつけられ、彼と共に十字架につけられました。私たちは滅びから贖われ、「かご」であるキリスト・イエスの中で、古いいのちから新しいいのちへ移されました。それは、私たちがいのちの新しさの中を歩むためです。


  　これはすべて、聖書全体を通して様々な形で何度も繰り返されるメッセージです。神は、カルバリの意味を前もって示すために、歴史や型を用いられました。


  　ノアの日に起きた洪水は、神の呪いの下にある旧創造が裁かれて死に至ることを予表します。箱船の中で守られた人々は、新しい世界と新しい生活へ移されました。


  　イスラエルはヨルダン川を渡ることにより、砂漠の生活から出て、カナンの地の新しい生活に入りました。その際、「すべての人々が渡り終える」まで、「契約の箱」が川の真ん中にとどまりました。これも予表であって、同じメッセージを伝えます。これらの事例や他の事例はみな、カルバリを指し示します。カルバリにおいて、死の水が神の御子に押し迫りました。そして、呪われた者である私たちは彼と共に死にました。


  　パロの娘が赤ん坊を見てあわれに思った時、彼女は彼をモーセと名づけました。この名は、「引き出された」、あるいは「水から救われた」を意味します。そして、「引き出された」が、その後のモーセの全生涯の特徴でした。彼は死の水から引き出されて、王の子として訓練を受けました。彼が成長した時、彼は神によってこの世の住まいや環境から引き出され、ただ神と共に過ごす砂漠の生活に移されました。その後、彼は隠遁生活から引き出されて、イスラエルをエジプトから連れ出す神の器になりました。彼は後に、宿営での多忙な働きから引き出されて、神の山に導かれました。それは、彼が神と親しく交わるためでした。そして最後は、世から引き出されて、永遠なる方のふところへ完全に移されました。


  　すでに見ましたが、赤ん坊のモーセはしばらくの間、以前の家、以前の保護のもとに戻されました。これは私たちも同じです。私たちは死から出ていのちに入り、神の子どもになりました。しかし、しばらくの間、私たちは以前の環境の中に残されます。それは、私たちが赤ん坊であって、自分の高い召命を知り、神の相続人として必要な訓練を受ける時がまだ来ていないからです。御父は、ご自身の赤子たちが乳離れするのを待たれます。神はイスラエルについて、「わたしはエフライムに歩くことを教え、彼らを腕に抱いた」（ホセア十一・三）と仰せられました。神の時に、そして神ご自身の優しい取りはからいにより、人は乳離れして、一人で歩くことを教わらなければなりません。たとえそれが、多くの涙を意味するとしてもです。ついに彼は、すすり泣く幼児のように、神の御旨の中に沈んで安息します。彼は言います、「まことに私は、自分の魂を和らげ、静めました。乳離れした子が母親の前にいるように、私の魂は乳離れした子のように御前におります」（詩篇一三一・二）。


  　「その子が大きくなったとき、女はその子をパロの娘のもとに連れて行った。その子は王女の息子になった」（出エジプト記二・十）。モーセは母親の手から取り上げられ、異邦人の顧みの下に置かれました。そして、異邦人がモーセを自分の息子として育てました。それから彼は、約四十年間、パロの宮殿にとどまりました。この期間の終わり頃のモーセについて、「モーセはエジプト人のあらゆる学問を教え込まれ、言葉にもわざにも力がありました」（使徒七・二二）と聖書は述べています。「相続人は、全財産の持ち主なのに、子どものうちは奴隷と少しも違わず、父の定めた日までは、後見人や管理者の下にあります」（ガラテヤ四・一～二）。神の子どもたちの多くは、訓練の長い年月にいらだちます。彼らはそれが何のためかわかりません。彼らは、「エジプト人のあらゆる知恵」による「教育」にうんざりして、神の奉仕の中に飛び込むことを願います。しかし、私たちの模範である御子は、三十年間ナザレの村で待った後、三年半の短い奉仕のために出て行かれました。


  　まだ「後見人や管理者の下にある」人々は、どのように神を待ち、どのように神の御旨の中に安息するのか、ひたすら学ぶ必要があります。環境は神が案配されたものであり、神の召しに適うよう私たちを整えるものです。このことを覚えましょう。神は、その恵みの経綸における私たちの召しを心に留めておられます。私たちの人生に対する神の御旨を知るまで、じっと待ちましょう。さもないと、私たちは短気を起こして、神によって許された事柄――神のぶどう園でのなにか特別な奉仕のために私たちを整える事柄――を放棄してしまうでしょう。


  



  第二章 転機と十字架


  
    信仰によって、モーセはパロの娘の子と呼ばれることを拒み、はかない罪の楽しみを受けるよりは、むしろ神の民とともに苦しむことを選び取りました。彼は、キリストのゆえに受けるそしりを、エジプトの宝にまさる大きな富と思いました。彼は報いとして与えられるものから目を離さなかったのです。（ヘブル人への手紙十一・二四～二六）

  


  　神の時が満ちた時、モーセの生涯に転機が訪れました。モーセが下した決断は、彼が後に享受することになる、神との「顔と顔を合わせた」交友のまさに基礎である、と言えるでしょう。それまで、神はモーセの生涯を導いてこられましたが、彼はそれに全く気づいていませんでした。彼の記憶の中には、幼少の頃のことが眠っていたかもしれません。しかし、彼の進路はとてもはっきりしていて、唐突な変化の兆しは全く無いように見えました。神の御旨の中で、モーセ自身が理解力をもって神と共に働く必要が生じるまでは………。


  　神はモーセを選ばれました。しかし今、モーセが神を選ぶべき時が来ました。聖書は、どのように転機が訪れたのか告げていません。私たちはただ結末を知っているだけです。モーセに行動する力を与えたのは、信仰――彼の母親の神を信じる信仰――でした。なぜなら、ヨケベトは自分の子に、自分が信頼する方のことを教えたにちがいないからです。冷静に落ち着いて考えた結果が、信仰でした。聖書は、「彼は報いとして与えられるものから目を離さなかった」と述べています。これを文字どおり訳すと、「彼は自分の目の前にあるものから目を離して、彼方を見た」（コニーベア）となります。モーセは、永遠の光の中で自分の立場を熟考し、現在のために生きるのか、それとも将来の報いのために生きるのか、どちらか一方を選ぶよう迫られました。


  　モーセは、人の心が願ってやまないあらゆるものに取り囲まれていました。「言葉にもわざにも力がある」彼は、栄誉を受け、力強くありました。言い伝えによると、彼はエジプト軍の将軍として成功を収めていました。もし、モーセに高度の軍事的能力がなければ、イスラエルの集団を導けなかっただろう、と言われています。いずれにせよ、パロの娘の養子として、彼の前途には素晴らしい未来が広がっていました。しかし、彼の目は開かれて、この今の世の「彼方」にある「報い」を見ました。モーセは報いに向かい、代価を計算し、自分の目の前にあるすべての事から目を離して、永遠と神のために生きることを選び取りました。モーセが下した決断には、この世を拒むことも含まれていました。この世に関するかぎり、それは莫大な損失を意味しました。彼はエジプトの「楽しみ」や「宝」をすべて理解していました。しかし、彼は将来を見つめて、現在の益を放棄し、自分の立場に立って、「パロの娘の子と呼ばれることを拒み」ました。


  　神の高い召しに関する天的な幻がキリスト・イエスにあって開かれる時、このようななんらかの転機が私たち一人一人にも必ず訪れます。私たちは天の王の子どもですが、父の定めた日まで後見人や管理者の下にあります。私たちは彼によって、全くこの世としか思えない状況や環境の中に取り残されました。しかしその間彼は、将来の奉仕に備えて、私たちの思いや性格を訓練しておられたのです（私たちはそれを知りませんでした）。その後、キリストの共同相続人として、私たちが自分の聖なる高い召し――「キリスト・イエスにあって上へと召してくださる神の召し」――を理解し、十字架の道を選ぶべき時がやって来ます。それは、私たちが私たちの主のように完成されるためです。聖書は主について、「キリストは御子であられるのに、お受けになった多くの苦しみによって従順を学ばれました」（ヘブル五・八）と記しています。「キリストと共に栄光を受けるために苦難を共にしているなら、私たちは神の相続人であり、キリストとの共同相続人なのです」（ローマ八・十七）。


  　モーセが「楽しみ」よりも「苦しみ」を、「富」よりも「そしり」を選び取れたのは、「信仰」によってであった、と聖書ははっきりと述べています。「信仰は、望んでいる事柄を実体化することであり、目に見えない事柄を確かめることです」（ヘブル十一・一、アメリカ標準訳欄外）。


  　ああ！私たちに対する神の約束のうち、一体どれくらいが、「説かれた御言葉も、彼らには益になりませんでした。御言葉が、それを聞いた人たちに、信仰によって結びつけられなかったからです」（ヘブル四・二）と言われずにすむでしょう！信仰は、神の御言葉に基づいて行動することにより、神の御言葉を証明します。信仰は、行いによって、神の御言葉の実体と実際を獲得します。信仰は、目に見えない事柄を確かめ、それを現実の経験にします。


  　これは、モーセの場合、特にそうでした。信仰によって、彼は目の前にある物事の彼方を見つめ、現在の「楽しみ」や「宝」をすべて拒むことを選択しました。そして、信仰が彼の望みを確かめ、証明し、実体化しました。彼は、一歩一歩、目に見える事柄から、目に見えない神との交わりと交流に導かれました。（彼がエジプトで決断を下した時、彼には「目に見えない神」という観念がありませんでした。）


  　信仰こそ、神のあらゆる宝への鍵です。福音は事実上、何が霊の世界にあるのかを告げる神の託宣です。たとえ、感じることや目に見えることと矛盾するように見えても、単純に神の御言葉を信じること―――これが信仰です。私たちに対する神の御言葉を信じる信仰は、行いによって証明されます。私たちは、神が私たちに語られた御言葉にしたがって行動します。私たちは神の御言葉を信じ、必ずそれに従わなければなりません。生ける信仰には行いが伴います。行いのない信仰は死んでいます。なぜなら、神の真理を心の中で承認するだけでは、それは決して私たちの生活の中に実体化されないからです。もし、私たちが本当に神の御言葉を信じるなら、神の御言葉にしたがって行動するはずです。


  　しかしながら、「目に見えない事柄を確かめる」信仰には、神との直接的交流が必要であることを、忘れてはなりません。この点で多くの人がしばしば難船してきました。彼らは、御言葉の中におられる神ご自身に信仰を置くかわりに、他の人々によって語られた言葉に信仰を置いてしまったのです。


  　モーセが行動したように行動することを可能にする「信仰」は、生ける神の御言葉――書き記された神の御言葉の中に与えられている、生ける神の託宣――をその土台としなければなりません。しかし、神の御言葉は、聖霊によって、彼の直接的な言葉として人に適用されねばなりません。神が語られるとき、その命令は御力を与えます。神によって私たちの内に働く信仰により、そして「顔と顔を合わせて」彼を知ることができるという報いの保証により、私たちもこの世に属することを拒んで、「私たちは、さらにすぐれた故郷、すなわち天の故郷を求めています」と、はっきりと宣言することができます。私たちも、罪や自己の享楽を拒んで、十字架の道を選ぶことができます。私たちも、他の人々が胸に抱いている「宝」を軽んじて、キリストと共に受けるそしりをそれらにまさる大きな富と思うことができます。「そしり」を「富」と勘定する信仰は、その勘定を実体化するでしょう。そして私たちは、「今の時の軽い艱難は、私たちのうちに働いて、計り知れない、重い永遠の栄光をもたらす」ことを知るでしょう。


  　モーセは「罪の楽しみ」を放棄したと述べられています。わたしたちは「罪の楽しみ」を、わたしたちが捨てた「この世の快楽」としか考えてこなかったかもしれません。しかし、私たちのクリスチャン生活で、自己享楽や自己追求ほど義しくないものがあるでしょうか？


  　モーセにとって、これらの楽しみはエジプトの宮殿の中にありました。その宝、知的な交わり、文明的な環境もそこにありました。私たちは、彼がそれらを放棄したことに、大いに感服せずにはいられません！しかし、私たち自身はどうでしょう？私たちは安楽を選んでいるでしょうか、それとも十字架の道を選んでいるでしょうか？容易な道でしょうか、それとも苦難の道でしょうか？私たちは苦難を避けているでしょうか、それともキリストのための艱難を選んでいるでしょうか？私たちはこの世と妥協しているでしょうか、それともこの世に同化されることを拒んでいるでしょうか？私たちは地上の宝を握りしめているでしょうか、それとも自分のために古くならない財布を作り、朽ちることのない宝を天に積んでいるでしょうか？


  　私たちは、モーセのように目の前にあるすべてのものから方向転換して、私たちの神の御顔を知ることを追い求めているでしょうか？私たちは、神の恵みによって、地上で出来るかぎり親密に神を知ろうと決意しているでしょうか？


  



  第三章 自己の力と失敗


  
    モーセは自分の兄弟たちを顧みる心を起こしました。そして、同胞の一人が虐待されているのを見て、その人をかばいました。（使徒行伝七・二三～二四）

  


  　モーセは決断を下しました。これは直ちに、彼を主の御用にふさわしい尊い器としたでしょうか？いいえ、まだです！神に明け渡すことや、十字架の道を選ぶことがすべてではありません。私たちは決断するとき葛藤を経験しました。そして決断した今、素晴らしい平安が私たちの心を満たしています。それゆえ、もはや必要な働きは済んだように見えるかもしれません。しかし実は、それは私たちの訓練のほんの始まりにしかすぎないのです。神は、真に明け渡された人の意志の中央に、ご自身の御座を据えられます。そして、この御座からご自身の深遠な御旨を成し遂げられます。


  　モーセは自分自身をまだ知りませんでした！この世のあらゆる知恵による教育や、言葉や行いにおける力は、神の御手の中で有用な僕となるのに十分な備えではありません。


  　ああ！聖霊の時代に生きる私たちが、モーセよりも知らないとは！エジプトの知恵に頼り、雄弁術や肉の力に頼る時、私たちは依然として、まるで私たちの戦いの武器が肉的なものであるかのように振る舞っているのです。そして、モーセと同じように、先に進んで行って自分の悲しい過ちを知るのです。


  　モーセは、将来の進路をはっきりと選択するよう迫られた時、人生の重大な内的転機を迎えました。そしてその転機に続いて、神の主権の下である事件が起きました。その事件はモーセを、彼が放棄することを決意した生活から解放しました。


  　私たちが神と一致するとき、常にこのようです。神の内側の取り扱いは、神の外側の働きと協力して、神の御旨を遂行します。もし、神が私たちを深く取り扱い、内側で十字架の道を選ぶよう私たちを導かれるなら、私たちは間もなく、おそらく突然に、私たちの心の選択が事実となる状況の中に置かれるでしょう。それはおそらく、私たち自身のなんらかの行い、なんらかの失敗や間違いによってでしょう。突然、すべてが変わります。


  　「モーセは自分の兄弟たちを顧みる心を起こしました」。ステパノはこのようにあっさりと、重大な結果をも招いた一歩について述べています。最初、それは単なる考えに過ぎませんでしたが、次に行動となり、予期せぬ結果を招きました。


  　「モーセは自分の同胞のところへ出て行き、その苦役を見た」（出エジプト記二・十一）。彼はそれまで見ていなかったのでしょうか？彼は、自分が彼らの民族出身であることを、知っていたにちがいありません。パロの娘の子としてエジプトのあらゆる楽しみにあずかっていた長い年月の間、彼は神の民とその苦役を忘れていたのでしょうか？あるいは、覚えていたけれども、そのような考えを払いのけていたのでしょうか？今彼が下した、彼らと運命を共にしようという決断は、一時の思いつきではありえませんでした。それはおそらく、神の御前で深く心を探られた結果だったのでしょう。彼は、罪のない多くの赤ん坊が川に流された時、神が自分のいのちを救い出してくださったことを知っていました。


  　モーセは同胞たちの苦役を見て、心をかき立てられました。ステパノの言葉から察するに、彼はすでに、自分がイスラエルの解放者となるべきことを知っていたようです。ですから、同胞たちに会いに出かけて、その一人が虐待されているのを見た時、彼はその人をかばって、エジプト人を打ち殺しました。ああ、モーセ、モーセよ、そのようなやり方はエジプトの方法であって、神の方法ではありません。


  　この出来事は、神の御子を守るために剣を抜いたペテロを思い起こさせます。御子が命じられさえすれば、御使いの軍勢が彼を守ったでしょう。同じことが、今日神のために戦っている非常に多くの人々にもあてはまります。彼らは剣を抜いて、自分が間違っていると思うものをすべて打ちます。しかし彼らは、「剣を取る者はみな剣で滅びます」という主の御言葉や、「もしわたしの国がこの世のものだったなら、わたしの僕たちが戦っていたでしょう」という主の御言葉を忘れています。主の僕たちが戦うことは、彼らが十字架の道と主の精神を忘れやすいことを示します。


  　もしも、モーセがエジプト人を一人一人打つことで解放が実現されるのだとしたら、イスラエル人は決して解放されなかったでしょう。神はそれよりも遙かに良い方法を持っておられました。私たちの視野は、なんと小さく、なんと狭いのでしょう！もし、私たちが自分自身を神にささげ、神とその御旨を知ることをまず第一に求めるなら、神は私たちを用いて偉大なことを成されるでしょう。


  　神の御旨はモーセの手でイスラエルを救うことでした。しかしそれは、モーセの方法によってではありませんでした。モーセ本人が最大の問題でした。この気性の激しい男をとぎすまされた矢にするには、時間と辛抱強い訓練が必要でしょう。


  　神はまず、モーセを失敗によって教えなければなりませんでした。モーセは、神が彼らを解放しようとしておられることを、同胞たちが理解するだろうと想像していました。彼らは、その方法が神によるものだったなら、おそらく理解していたでしょう。しかし、その方法は神の方法ではありませんでした。どうして神がそれを良しとされるでしょう！


  　私たちは、助けたい人々から拒絶される時、驚きます。私たちは、神が私たちを召されたこと、そして神が私たちの手によって人々を解放すると告げられたことを知っています。私たちは、主との密かな交わりと、主が私たちに語られた御言葉で心を満たされて、出て行きます。そして、神が私たちを通して働いておられることを、他の人々が理解するだろうと想像します。しかしながら、働いているのは全く神ではないのです！私たちが骨折ることを許されたのは神ですが、それはただ、私たちが失敗して自分自身を知るためでした。


  　出エジプト記の記録は私たちに告げます。「（モーセは）あたりを見回して……そのエジプト人を打ち殺し、これを砂の中に隠した」（出エジプト記二・十二）。この行いは「神にふさわしく」ありませんでした。神は、ご自身の働きをこのようになさることはありません。また、ご自身の子どもたちに、彼らの高い天的な召しにふさわしくないことを行うよう要求されることもありません。神がイスラエルをエジプトから連れ出された時、それは伸ばされた御腕と輝かしい御力によりました。それゆえ、エジプト人たちは頭を下げて、「出て行ってくれ」と頼んだのです。


  　それをする前、あるいはした後で、「あたりを見回す」必要があるようなことに、神の御名を賦与しないようにしましょう。主の吟味の光に耐えられない、神の御名による金儲けに注意しましょう。魂を獲得しようとすることですら、注意する必要があります。


  　モーセは確かに、全く正しかったわけではないことを、意識していたにちがいありません！その晩、休むために床についた時、「イスラエルは、このような方法では決して解放されないだろう」という思いが、彼の心によぎらなかったでしょうか？そのように私たちもまた、私たちのあらゆる「防護や報復」にもかかわらず、人々が依然として罪とこの世に束縛されており、彼らを解放しようとする私たちのちっぽけな努力は、あたかも一匙のスプーンで海の水を汲み出そうとするようなものであることに、気づき始めているのではないでしょうか？それを自覚して、ほとんど「押し潰されている」人々もいます。彼らは言います、「それでは、抑圧されている人々の重荷を見ても、私たちはなにもするべきではないのでしょうか？」。神の御名にあって言いますが、そのとおりです。神から離れて働くのではなく、神と共に働くために、まず神と一つになりましょう。


  　神とモーセは、イスラエルをエジプトから連れ出すことができます。しかし、モーセ一人では無理です！


  　「次の日、また外に出てみると、なんと、二人のヘブル人が争っているではないか。そこで彼は悪い方に『なぜ自分の仲間を打つのか』と言った。するとその男は、『誰があなたを私たちのつかさやさばきつかさにしたのか。あなたはエジプト人を殺したように、私も殺そうというのか』と言った。そこでモーセは恐れた」（出エジプト記二・十三～十四）。この言葉の矢の一つが神の御手によって放たれて、致命傷を与えました！助けようとしている人々から、こんなにはっきりと本当のことを言われるのは、つらいことです。苦しいかもしれませんが、もし他の人々の痛烈な批判を受け入れるなら、私たちは自分の生活を主に明け渡せるでしょう。主は私たちの生活を整えて、非難の余地の無いものにすることができます。自分の殻に閉じこもって、自分以外の見解をすべて注意深く避ける人は、広い地平線を神と共に「頂上から見渡す」ことは決してないでしょう。


  　モーセの行いは、彼が助けたいと願っていた人々の目に、このように映っていたのです！もしモーセが自分の行いを正当化していたなら、この言葉は荒っぽく彼を目ざめさせたでしょう。自分の同胞を打ったことをモーセに非難された人は、自分の行いとモーセの行いを区別できませんでした！一方は確かに、普通のけんかでした。他方は、抑圧された人々を解放するという、崇高な理想でした。その無知なヘブル人は、異なる事柄を区別できませんでした。


  　いいえ、いいえ、神の子どもよ。あなたのあの行いは崇高な理想によって成されたのかもしれませんが、それを見ていた他の人々は、あなたの行いの中に、この世の精神や肉的な精神を感じ取ったのです。私たちは、私たちの善をけなされないようにするべきです。私たちは、悪の外観を避け、すべての人の目に誉れある事柄を思うよう、命じられています。


  　同胞と仲直りしようとした時、モーセは「誰があなたを私たちのさばきつかさにしたのか？」という言葉を浴びせられました。なんという大失敗でしょう！私たちの失敗と荒っぽい目ざめのゆえに、神に感謝しましょう。自分に幻想を抱いて生きるよりは、今、失敗して目をさます方が、遙かに良いのです。裁きの座で目をさましても手遅れです。真理を持てないなら、私たちは裁きの座で損失を被らなければなりません。


  　その矢は急所を突きました。モーセは恐れて逃亡しました。彼はミデヤンの地に逃げて、放浪者、寄留者となりました。彼は決断を下して、自分の自由意志で十字架の道を取ること――苦難、損失、そしりを受けること――を決意しました。今や、たった二日の内に、しかも自分の愚かさのせいで、彼の宮殿生活は終わりを告げました。彼は異国の地で放浪者、独り身、寄留者となりました。


  　モーセの歴史のこの期間に相当する経験が、私たちにもあります。しかし、ああ、私たちは数年間、神の働きの中で自分の無力さを学んできました。私たちは、助けたい人々から受け入れてもらえないことを知りながらも、そうしてきました。「誰があなたを私たちの上に立てたのか？」と言われることも、少なからずあります。人々を責めるのはやめましょう（なぜなら、私たちはしばしばそうしがちだからです）。むしろ、私たちの失敗の原因を知るために、神の光を求めましょう。そうするなら、神は私たちを御用にふさわしい尊い器としてくださいます。


  



  第四章 火の炎


  
    すると主の使いが彼に現れた。柴の中の火の炎の中のことであった。（出エジプト記三・二）

  


  　神はミデヤンの地でモーセを整えられました。モーセの歩みは神によって命じられ、彼はパンと水を得られる場所に導かれました。モーセはパロの宮殿の壮麗な環境やエジプトの首都の高度な文明の楽しみから引き離され、平和な家庭を与えられ、異国の質素な食事と田園生活に満足するよう教わりました。


  　ステパノの話から、モーセは四十年間ミデヤンの地で隠遁生活を送ったことがわかります。今日、四十年という歳月は長い期間です。神は今日、ご自身の僕を用意するのにこれほど長い時間をおかけにはなりません。


  　モーセは毎年羊を導いて過ごしました。彼はその間、「私が報いを仰ぎ見て十字架の道を選んだ時、私が神と取り交わしたあの取り引きを、神はお忘れになったのだ」と思っていたのでしょうか？それとも彼は、「私は神の恵みを踏みにじったので、傷物の器として退けられてしまったのだ」と考えて苦しんでいたのでしょうか？彼は、「私は自分の愚かさと強情さのせいで、助けたい民から自分を断ち切ってしまった」と思っていたのでしょうか？


  　聖書は、この四十年間のモーセの思考の軌跡を、私たちに示していません。しかし、神はおそらく、「エジプトに戻って、抑圧されている同胞たちの解放者になりたい」という望みがモーセの中からすっかり無くなるのを、待っておられたのでしょう。


  　荒野の静けさの中でモーセの全存在が静まって、「被造物的な活動」や性急さや衝動が完全に消え去るのを、神は待っておられました。


  　おお、私たちはなんと落ち着きがないのでしょう！私たちはなんとじっとしていることを好まないのでしょう！周囲のあらゆる物事が恐ろしいスピードで動いているように見える時はなおさらです。そうです、神の教会はこの世の熱病にかかってしまいました！しかし神は依然として、隠された「地の平穏な」（詩篇三五・二〇）民を持っておられます。


  　神の子どもよ、あなたはおそらく、職場や台所、職務上の孤独な地位や故国の郷里に、あなたを訓練する「荒野」を見いだしたことでしょう。神があなたを解放されるまで、あなたは悩み、苦しみ、途方にくれます。あなたはかつて、神が自分を用いて偉大な御業をなさるものと思っていました。しかし、あなたは四方をふさがれて身動きがとれません。そのため、望みはすっかり絶え、計画や企画もすべて流れてしまいます。ついにあなたは、「群れを養い」、最も小さな事で主に忠実に仕えることで満足します。「ああ！ここに私がおります。私は地上の事柄に占有されていますが、神の世界が私を必要としているように感じます。くびきの縄目をほどき、抑圧されている人々を解放する特権を、私は受けられないのでしょうか？」。おお、神の子どもよ、あなたの御父は決して忘れてはおられません。彼の時計が遅れることは決してありません。待ちなさい！「しかし、私は何年も待ってきました！」。あなたの御父はご存じです。彼の御心の中に横たわって安息しなさい。彼の御心は彼の御業以上であり、あなたの主は「わたしの父のみこころを行う者はだれでも、わたしの兄弟、姉妹、また母なのです」と言われたことを、あなたはご存じないのでしょうか？あなたは待たなければなりません。主が私たちの内で行われるすべての御業の目的、意図は、「神のみこころは何か、すなわち、何が良いことで、神に受け入れられ、完全であるのか」を私たちに教えることなのです。


  　神はモーセを取り扱われました。そしてついに、神の目的が達成される時がやって来ました。神の器と民の用意が整ったのです。


  　青年時代のモーセを知っていたエジプトの王が死にました。イスラエルの民は束縛の下でうめいていました。「神は彼らの嘆きを聞かれ、アブラハム・イサク・ヤコブとの契約を思い起こされた」（出エジプト記二・二四）。神が忘れることはありません。しかし、神が働くのに必要な条件が整わなければならないのです。


  　神聖な力が現されるには人の協力が必要です。有限な被造物にとって、この奥義は常に不思議です。それはおもに、私たちの意志の自由と関係があります。私たちが束縛からの解放を望まなければ、神は私たちを解放できません。そのため神は、なんらかの形で私たちに圧迫が臨むことを、容認しなくてはなりません。それによって、私たちは御業を求めて神に嘆願するようになります。神には御業をなす用意があり、いつでも御業をなすことができます。


  　神がイスラエルを解放する前に、彼らは解放を求めてうめく必要がありました。神は、彼らの縄目と苦難が重くなるのを容認することによって、彼らをその状態にもたらされました。ついに、彼らはうめいて神に叫び求めました。神は彼らを救うことをひたすら待っておられました。神の器の用意は整いました。解放者の準備は済みました。しかし、イスラエルはそれを少しも知らなかったのです！彼らは苦悩と悲しみの中にあって、神と人から見捨てられたかのようでした。


  　今日も同じではないでしょうか？私たちの神は同じ神です。神はゆっくりと静かに、イスラエルを解放する計画を遂行されました。私たちは、私たちに啓示された神の働きの美しさに驚きます。昔と同じように神は今、ご自身が召し出した者たちを天に登録されている長子たちの教会に移す計画を遂行されつつあります。


  　もし、私たちがいと高き方の秘密の場所に住み、彼と共に「頂上から」眺めるなら、私たちは彼の御計画の中に立ち、主の現れを示す時のしるしを見分けることができるでしょう。


  　イスラエルの準備は整いました。そこで神は、御計画を完成する機が熟したことを、モーセに告げることができました。モーセを取り扱う神の方法は実に意義深いです。神がモーセに会われたのは、羊を山の牧場に連れて行くいつもの仕事の途上のことでした。もし神に用いられることを願うのなら、日常生活の中で「なすべきことをなす」ことこそ、奉仕のための最善の訓練であることを確信しなければなりません。そうするなら、神が私たちを用いる用意ができた時、私たちも神の召しに応じる用意ができているでしょう。


  　神は、ごくふつうの小さな柴の中で燃えている火の炎を用いて、モーセの注意を引き付けられました。不思議なことに、柴は火で燃えていたのに燃え尽きませんでした。


  　モーセは言いました。「なぜ柴が燃えていかないのか、あちらへ行ってこの大いなる光景を見ることにしよう」（出エジプト記三・三）。燃える柴は人の手がたきつけているのでも、燃料が燃やしているのでもありませんでした。それは、神がモーセと共に何をなせるのかを彼に示す絵図であり、神の恵みをご自身の民に永遠に示す絵図でもありました。神は、ご自身をホレブ山の小さな茨やぶのように低く空しくして、人の中に住まうことを喜ばれます。


  　神はその柴の中からモーセに語られました。それと同じように、神は私たちの多くにも語られました。神は名指しで人を召されます。なぜなら、神の語りかけは常に個人的で直接的だからです。ですから、私たちは他のだれかから「あなたがその人です」と教えてもらう必要はありません。神が語られる時、私たちは自分の隣人を忘れて、彼が誰のことを言っておられるかわかります。


  　しかし、モーセは神とまみえることの厳粛さを知る必要があります！それはまだ「顔と顔を合わせて」ではありませんでしたが、神とまみえることはとても厳粛な事です。「モーセよ、あなたの立っている場所は、聖なる地である」。聖なる地！その場所は、つい先ほどまでは俗な地にすぎませんでした。ところが、栄光の主の聖なる臨在によって、そこは聖なる地になったのです。


  　「もし、だれかが神の神殿をこわすなら、神がその人を滅ぼされます。神の神殿は聖なるものだからです。あなたがたがその神殿です」（一コリント三・十七）。おお、私たちはなんと深く、これを心にとめる必要があることでしょう！私たちは「あれやこれは有害だろうか？」と問うかわりに、「それは神の神殿にふさわしいだろうか？」と問うべきです。もし、神が柴の中に宿られたように、私たちの中にも宿っておられるなら、その聖なる臨在は俗な事柄さえも天の栄光で輝かせるにちがいありません。


  　「わたしは、あなたの父の神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である」（出エジプト記三・六）。それはアブラハムが知っていた神でした（アブラハムは、神が語られた時、顔をふせました）。それはイサクやヤコブが知っていた神でした。「わたしは……神である」。「モーセは神を仰ぎ見ることを恐れて、顔を隠した」。その時はまだ、「顔と顔を合わせた」交友の時ではなかったのです！


  　「主は仰せられた。『わたしは、エジプトにいるわたしの民の悩みを確かに見、追い使う者の前の彼らの叫びを聞いた。わたしは彼らの痛みを知っている。わたしが下って来たのは、彼らを解放するためである』」（出エジプト記三・七～八）。「わたしは神である。……わたしは解放するために来た」。エホバは、偉大なる「わたしはある（I AM）」方です。なぜなら、神は永遠なる今だからです。苦しみ悩んでいる人々に対する神の御心は、今も、ご自身をモーセに現された時と同じです。神には移り変わりや、移り行く影はありません。


  　おお、私たちはなんと神とまみえる必要があることでしょう！私たちが神とまみえるなら、神は私たちに心を開いて、この哀れな失われた世界に対する愛とあわれみを私たちに示すことができます。また神は、世を救うために愛するひとり子を送られた愛を、私たちに示すことができます！いったい誰が十字架の愛の深さを伺い知ることができるでしょう？御子を死に渡された御父の愛の深さ、十字架を通して御父から分離されることに同意された御子の愛の深さ、贖われた者たちをねたむほど慕っておられる永遠の霊の愛の深さを、いったい誰が伺い知ることができるでしょう？


  　「今、行け。わたしはあなたをパロのもとに遣わそう。わたしの民イスラエル人をエジプトから連れ出せ」（出エジプト記三・十）。神はモーセに協力を求められたのでしょうか？「わたしが下って来たのは、彼らを解放するためである」（八節）。エホバはまず、「わたしは……神である」と、ご自身をモーセに啓示されました。次に彼は、「わたしが下って来たのは、彼らを解放するためである」と、ご自身の御心を啓示されました。そして今、神は解放を実現する御計画をモーセに啓示されます。神がモーセの手によって解放します！モーセが神の助けによって解放するのではありません！


  　神とこのようにまみえることによってのみ、私たちは神のために効果的な奉仕を始めることができます。私たちは神から直接任務を与えられなければなりません。さもないと、私たちは遣わされる前に走ってしまい、後にエホバがイスラエルの預言者たちに語られた御言葉のとおりになってしまうでしょう。「わたしはこのような預言者たちを遣わさなかったのに、彼らは走り続け、わたしは彼らに語らなかったのに、彼らは預言している。……見よ。わたしは、自分たちの舌を使って御告げを告げる預言者たちの敵となる」（エレミヤ二三・二一～三一）。


  



  第五章 ためらいと失敗


  
    モーセは神に言った。「私が行かなければならないとは、私はいったい何者なのでしょう？……私は何と言えばいいのでしょう？……ですが、見てください。彼らは私を信じないでしょう。」（出エジプト記三・十一、十三、四・一）

  


  　なんというモーセの変わりようでしょう！進む意欲に満ちていた四十年前とは、なんと対照的でしょう！今、彼はしりごみしています。「私が？私が行かなければならないとは、私はいったい何者なのでしょう？」。自信はすっかりなくなりました。これが、言葉にもわざにも力があった人なのでしょうか？


  　神としりごみしている僕との間で幾度も言葉が交わされました。この会話は今日も多くの人の心の中で繰り返されています。一つには、その務めが途方もないものだった、ということがあります。その務めは何を意味するのでしょう？神は彼をどうされるのでしょう？モーセは抑圧されている同胞たちの重荷を見ました。彼はパロの圧制を知っており、パロを敵にまわすことがどういうことかも知っていました。イスラエルを解放するために遣わされる！神が立てた作戦計画は全く不可能に見えました。イスラエルをエジプトから連れ出して、今他国に占領されている良き地に導くとは！しかも、モーセは一人の人間にすぎません。彼にはなんの能力も影響力も方策も無く、一人の同労者もいません！不可能です！


  　しかし、人には不可能なことも神にはできます！神が立てた以上、その計画がどんなに壮大でも関係ありません。神が責任を負われる以上、困難がどんなに克服しがたく見えても関係ありません。


  　モーセはその計画についてあえて尋ねようとはしませんでした。しかし彼は、自分がその計画に参加するのにふさわしいかどうか尋ねました。彼はしりごみして反対を繰り返しました。「私がパロのところに行くのでしょうか？」。しかしエホバは「わたしがあなたと共にいる」とお答えになりました。


  　王の王によって遣わされた大使には、主の権威という後ろ盾があります。モーセが遣わされるのは、彼自身の個人的な能力によってではありませんし、かつてかの地の皇子だった者としてでもありません。神は、そうしたものがすべて過ぎ去るよう、十分時間がたつのを許されました。神は、ご自身が選んだ使者に対して、地的な影響力や、地位からくる個人的な力を要求されませんでした。今やこの召しを恐れるべきではありません。モーセは神の権威と力だけを頼りに進まなければなりません。


  
    「私がイスラエル人のところへ行って、彼らに『あなたがたの父祖の神が、私をあなたがたのもとに遣わされました』と言うなら、彼らは、『その名は何ですか』と私に聞くでしょう。私は、何と答えたらいいのでしょうか。」（出エジプト記三・十三）。

  


  　忍耐深い主は、この躊躇している男にたいそう手を焼かれました。しかし、主は優しく彼の恐れをなだめ、すべての異議にお答えになりました。モーセは、神が自分に語られたとおりに、抑圧されているイスラエル人に語るべきでした。彼は、「父祖たちの神が私に現れて、私をあなたがたのもとに遣わされました」と言うべきでした。神はモーセになすべきことをはっきりと告げ、彼に指示を与えることを約束されました。また神はあらかじめモーセに警告して、彼に行うよう命じたことは最初のうちは成功しないだろうと言われました。しかし、神はご自身の民のために働かれます。最終的に、イスラエル人はエジプトを出ることを許されるでしょう。彼らは逃亡奴隷のように空手でエジプトを出ていくのではありません。彼らは、すべての人の目の前で、せき立てられ、宝を携えて、エジプトから出て行くのです！


  　神が着手されることはなんであれ、神はそれをすべての人の前で堂々と行われます。イスラエルは、追い使う者たちから逃れられさえすれば、どんな惨めな状態でも喜んだでしょう。しかし神は、力強い御手と伸ばされた御腕によって、勝利のうちにご自身の民を導き出されます。


  　神の子どもである私たちが窮地に追い込まれる時、たとえそれが自分の愚かさや悪行のせいだったとしても、もし私たちが王であり父である神に向かい、神に自分を委ねさえするなら、神は私たちのために働いて、王にふさわしい気高い方法で私たちを窮地から安全に救い出してくださいます。


  　エホバはモーセの二つの異議を解決されました。しかし、モーセは依然として納得しませんでした。彼はそのような計画に従えませんでした。なぜなら、彼にはつらい思い出があったからです。その思い出とは、昔、ヘブル人の一人が彼に向き直って、「誰があなたを私たちのつかさやさばきつかさにしたのか？」と言ったことでした。彼は今まさに、そのヘブル人のもとに遣わされようとしていたのです。


  　敵は、繊細な人々を苦しめるために、つらい思い出を保存しています。そして、敵は重大な瞬間にその思い出をよみがえらせるすべを心得ています。その気性の激しい繊細な男の心を、矢が深く貫きました。抑圧されている同胞たちを守り、彼らのために復讐しようしたために、モーセは大きな犠牲を払いました。


  　他の人々を助けるための代価や犠牲が大きければ大きいほど、その助けが拒絶された時の傷は深くなります。モーセはかつて、望みを失ってエジプトから逃亡しなければなりませんでした。感受性の鋭い人だけが、モーセがその時経験しなければならなかった苦しみを理解することができます。


  　自分を拒絶した人々のもとに遣わされるとは！エジプト人を打ち殺して、その死体を砂の中に隠した惨めな苦い思い出のゆえに、モーセの心は痛まなかったでしょうか？再びあざけられ、恐れて逃亡しなくてはならなくなるかもしれないことを、彼は恐れなかったでしょうか？それを思って、いかに彼は恥じ入ったことでしょう！神の目にモーセの動機は純粋でした。しかし、彼は決して自分の愚かさを赦せませんでした。


  　悪魔はこのような思い出を利用して、どれほど神の子どもたちを苦しめることか！パウロは晩年、昔自分が神の教会を迫害したことや、無実の人を死刑にするために賛成の票を投じたことを、忘れることができませんでした。「神が義と認めてくださるのです。罪に定めようとするのは誰ですか。死んでくださった方、いや、よみがえられた方であるキリスト・イエスが、神の右の座に着いて、私たちのためにとりなしてくださるのです」（ローマ八・三三～三四）。「死んでよみがえられた方であるキリスト・イエス」は、パウロの過去を完全に解決しただけでなく、ほふられた小羊の血の下に避難するすべての人の過去をも完全に解決してくださいます。


  　モーセは再び言いました。「ですが、見てください。彼らは私を信じないでしょう。……彼らは、『主はあなたに現れなかった』と言うでしょう」（出エジプト記四・一）。モーセはかつて、「神が自分の手によって解放しようとしておられることを、彼らは理解するだろう」と想像していました。その時の失敗に懲りて、今、彼は恐れています。想像だけでは不十分です。確信がなければなりません。……モーセは、真に神に遣わされる時、状況が一変することを知るでしょう。


  　神は、モーセに御力を示すことにより、そしてイスラエル人の目の前で彼を証しすると約束することにより、この恐れを解決されました。


  　神はモーセに、御旨を達成するには一本の杖があれば足りることを、実例を用いて示されました。神がモーセに持っている杖を地面に投げるよう命じられると、その杖は蛇になりました。そして、神がモーセに蛇の尾をつかむよう命じられると、蛇は杖に戻りました。


  　その時モーセは知りませんでしたが、これはエジプトでの働きのための下準備だったのです！モーセはエジプトで魔術師たちに直面しなければならないでしょう。彼はまず神の力を実証しなければなりません。そうすることによって、彼は静かに恐れることなく魔術師たちに対面し、彼らを打ち破ることができます。


  　再び「信仰」の必要性がわかります。信仰は、無にすぎないものを全能の神に結合します。「もしあなたがたに信仰があるなら、あなたがたにできないことはなにもないでしょう」。「神を信じなさい。まことに、あなたがたに告げます。だれでも、この山に向かって、『動いて、海にはいれ』と言って、心の中で疑わず、ただ、自分の言ったとおりになると信じるなら、そのとおりになります」（マルコ十一・二二～二三）。モーセが神に命じられて「語る」時、その語ったことが成就するためには、彼の心の中に一片たりとも疑いがあってはなりません。


  　今日も神は同じ苦労をしておられます。神は、ご自身の子どもたちを訓練して、彼らが自分たちの手の中にある武器、すなわち霊の剣である神の言葉を絶対的に堅く信じるよう、導いておられます。神の言葉には要塞を打ち破る力があります。


  
    「モーセは主に申し上げた。『ああ主よ。私は雄弁な人（ことばの人）ではありません。以前からそうでしたし、あなたがしもべに語られてからもそうです。私は口が重く、舌も重いのです』。」（出エジプト記四・十）。

  


  　さて、これですべてです。最初は「私はいったい何者なのでしょう？」でした。私には地位も、影響力も、権威もありません！次は「彼らは私を信じないでしょう」でした。彼らは以前信じませんでしたし、私ももう一度やろうとは思いません。そして三番目が「私は雄弁な人ではありません」でした。おそらくモーセは自分に言ったことでしょう。「荒野での四十年間が、私から雄弁さを奪い去ってしまいました。かつて私は言葉に力がありました。でも今は違います。私は寡黙で、口が重く、舌の重い人になってしまいました」。


  　これこそ最高の備えであることを、モーセが知ってさえいれば！雄弁さは長所であるよりも邪魔な場合の方が多いのです。神が語られるとき、神は少ししか語られません。しかし、神が語られることは実現します。神にとっては、語ることが行うことです。たった一つの御言葉が神の御旨を成就します。ご自身の代弁者を選ばれる時、神はしばしば、雄弁ではなく、自分の言葉を持たない人を選ばれます。それは、神がその人を通して語るためです。


  　「キリストの十字架がむなしくならないために、言葉の知恵によってはならないのです」（一コリント一・十七）と書いた時、パウロはこれをはっきりと理解していました。ああ！キリストの十字架は、美辞麗句によってむなしくされます！残念なことに、十字架が美辞麗句で飾られることがあまりにも多いのです。神は、私たちが十字架を花輪で飾ることを許されます。言葉の花輪や、思想の花輪で飾ることすら許されます。しかし、十字架がその働きを達成するには、強烈な実際が必要です。大いなる暗闇がエルサレムを覆ったあの重大な日に、都を揺るがした恐るべき力に匹敵するほどの、強烈な実際が必要なのです。


  　モーセに対する主の答えは決定的でした。主がモーセに口をつけました。それでもう十分でした。モーセに口をつけた神は、彼の口を開いて、語るべき事を教えることができます。「さあ行け。わたしはあなたの口と共にある」。これで一件落着です。地位、人、力、言葉といった問題はすべて片付きました。これ以上何が必要でしょう？


  　しかしモーセは弱気です！そうです、すべては真実であり、道は明らかであり、召し、命令、装備、力に関して問題はありません。モーセはただ、自分の手の中にある杖のように、自分を神に明け渡すだけでいいのです。そうすれば、神が残りをすべて行ってくださいます。今や不足しているものはなにもありません。必要なのはただ一つ、神の器となることを自ら進んで喜んで同意することだけです。神は待っておられます。しかし、モーセは気おくれしています。彼はその働きに向かえません。主は恵み深くモーセの恐れに耳を傾けてくださいました。ですから、モーセはあえて拒否できません。そのため、ほとんど恐怖にかられて彼は言いました。「ああ主よ。どうか他の人を遣わしてください」（出エジプト記四・十三）。彼はまるでこう言っているかのようでした。「主よ、あなたはご自身の道を行かなければならないのでしょう。もし私が行かなければならないのでしたら、仕方ありません。でも私は本当は行きたくないのです！」。これはもっとも情けない、不承不承の同意でした。


  　私たちがためらわずに心から神と共に働かないかぎり、神は深遠な御旨を成就できません。なぜなら、いやいや働く僕は、必要な「信仰」を行使できないからです。神聖な力が働くのは信仰を通してです。たとえしりごみしていても、意志が全く神の御旨と一致していれば、妨げにはなりません。モーセは行くことを拒否しませんでした。彼は神の御旨に従うことに同意しました。しかし、彼の信仰は不十分でした。神は、彼の口を用いることも、彼に言葉の力を授けることもできませんでした。


  　聖書は告げます。「主の怒りがモーセに向かって燃え上がった」。主は悲しまれました。あるいは、主は失望された、と言ってもかまわないでしょうか？主の御旨は、モーセを通してすべてを行うことでした。しかし、モーセがしりごみして、不承不承その奉仕に同意したため、主は別の器をモーセと一緒に用いざるをえませんでした。「神は必要な言葉を与えてくださる」という信仰がモーセにない以上、神はモーセを代弁者として立てることができませんでした。


  　全能の神といえども、不信仰の前ではなにもできません。私たちに対する神の恵みは、私たちの信仰の不足のせいで制限され得るのです。


  　代弁者としてアロンをモーセに与えるという決定は、突飛なものではありませんでした。神が器たる人の中で働かれる唯一の条件は、服従と信仰です。この原則の下でその決定がなされました。


  　アロンが代弁者としてモーセに与えられました。あるいは主ご自身の表現によると、アロンはモーセの「口の代わりに」与えられました。モーセは、神の御業を経験するせっかくのチャンスを失いました。彼は神の最善ではなく、神の次善を選びました！彼は「人にはできない事も神にはできる」と信じるかわりに、恐れに屈しました。後日、モーセはこの日の自分の臆病さを後悔する羽目になりました。なぜなら彼は、本来生じなかったはずの諸々の問題を、アロンを通して抱えることになったからです。


  　私たちも毎日同じ事を繰り返しているのではないでしょうか？決して人の側を見ないようにしましょう。なぜなら、私たちが人の側を見る時、私たちは気おくれして、神の次善を選んでしまうかもしれないからです。


  　しかし、たとえ私たちが今神の御旨から後退したとしても、神は遅かれ早かれ私たちを御旨に連れ戻してくださいます。数十年後にアロンが死んだ時、モーセはより親密に神を知るようになっていました。そして、その舌も解けました。人生の終わりの時、彼はイスラエル人たちに別れの「歌」を語って聞かせました（申命記三二・一～四三）。それはおそらく、彼が間もなく歌うことになる「新しい歌」の準備だったのでしょう。「彼らは、神のしもべモーセの歌と小羊の歌とを歌って言った」（黙示録十五・三）。


  　会見は終わりました。モーセはイテロのもとへ行き、エジプトに戻らなければならないことを告げました。彼は山の麓であったことを一切話しませんでした。モーセのように神と出会った人々は、そのことについて多く話そうとはしません。人が神と共に静かに歩むことを学ぶまで、神はこのようにご自身を啓示されることはありません。


  



  第六章 忠実なしもべ


  
    モーセは、しもべとして神の家全体のために忠実でした。（ヘブル人への手紙三・五）

  


  　モーセがエジプトの地に戻る時の歩みについては、その旅の途中で起きた出来事についてだけコメントする必要があります。


  　神は、旅路にあるモーセに対して、彼の妻と幼い子供たちに関する御旨を、はっきりと示されなかったようです。私たちはモーセが自分の家族を連れて旅に出たことしか知りません。おそらくそれは、モーセにとって「当然のこと」だったのでしょう！しかし、神は御旨を「当然のこと」とはされません。神は私たちをしばしば厳しく取り扱わなければなりません。それによって私たちは、自分があることについて一度も主の御旨を求めなかったこと、そして本能的に己の道を突き進んでいたことに、気づかされます。毎瞬真に神に依存して生きることを学ぶのは、たやすいことではありません。主はモーセに、「行きなさい。あなたの家族を連れてエジプトに戻りなさい」と告げることもできたでしょう。しかし、主はそうされませんでした。


  　主はモーセが家族を連れて旅に出ることを許されました。ところが、聖書は告げます。「さて、途中、一夜を明かす場所でのことだった。主はモーセに会われ、彼を殺そうとされた」（出エジプト記四・二四）。明らかに、モーセは割礼に関する神の戒めを守っていませんでした。おそらくそれは、彼の妻であるチッポラが反対したためでしょう。しかし、真実な神は御旨からの逸脱を一つたりとも見過ごせませんでした。神はモーセの上に御手を置かれました。そのため、彼の妻はその原因を認めて譲歩せざるをえませんでした。こうしてモーセの命は助かりました。


  　おそらくモーセは、この厳しい訓練を通して、自分が一人でエジプトに行かなければならないことを悟ったでしょう。なぜなら、この世の力との厳しい戦いにチッポラが耐えられないことは明らかだったからです。この世の背後には暗闇の力が控えています。彼女が語った苦々しい言葉は、彼女がイスラエルに対するモーセの務めの妨げになりかねないことを明らかにしました。そこで、モーセは一時の間、家族をイテロの顧みの下に帰しました。そして、彼は一人で未知なるものに向かって進みました。


  　一度に一歩です。一日に一歩進めば十分です。主の御前に立った時、モーセはすべてを見通していたわけではありませんでした。エジプトに行く途中、アロンが神から遣わされてモーセと会いました。そして、彼らは一緒にイスラエルの長老たちのもとへ行き、務めを開始しました。「すると民は信じた！」。神は約束をすべて果たされました。その結果、民は信じただけでなく、「ひざまずいて礼拝」したのです。


  　神がイスラエルを解放された素晴らしい物語の詳細は省きます。これから先は、モーセの神との歩みの特徴について、簡単に見ていくことにしましょう。


  



  １．絶対的で徹底的な神への従順


  　モーセは神が語られたとおりに行い、それ以上のことをしませんでした。彼は何度も何度も神のもとに行きました。初期の務めの結果、彼は激しく試みられました。ついに、信仰の戦いが耐えられないほど厳しくなり、彼は言いました。「主よ。……何のために、私を遣わされたのですか？私がパロのところに行って、あなたの御名によって語ってからこのかた、彼はこの民に害を与えています。それなのに、あなたはご自身の民を少しも救い出そうとはなさいません」（出エジプト記五・二二～二三）。


  　それは厳しい試みでした。もしモーセに、神との交わり、確かな召命、神の御旨に関する知識が無かったなら、彼は落胆していたでしょう。しかし、モーセは「信仰から信仰へ」進みました。試みを通して信仰が成長していきました。ただ試みを通してのみ、信仰は成長して成熟することができます。そしてついには、望みえない時に望みを抱いて信じ、あらゆる障害物の前で「それは必ず成就する」と言うまでになります。


  　今や神は、抑圧されている民のために、さらに明確なメッセージをモーセに新たに与えられます。アルファでありオメガであるエホバなる神は、「わたしは……する」と七回語られました（出エジプト記六・六～八）。アブラハム、イサク、ヤコブは、「エルシャダイ」、すなわち祝福を注がれる方として、神を知っていました。しかし今神は、エホバ、義なる神として、罪を裁く聖なる神として、ご自身をイスラエルに啓示されます。


  　神はモーセに解放を約束されました。モーセはこの解放の大憲章を携えて、苦難の中にあるイスラエルのもとに戻りました。しかし、民の苦しみは大きく、モーセに耳を傾けることができませんでした。彼らは悲しみのあまり、注意を払えませんでした。今、モーセに何ができるでしょう？どうしたら苦しんでいる民を元気づけられるのでしょう？モーセは苦悩したにちがいありません。モーセはイスラエル人を解放するために神から遣わされました。それなのに、彼はイスラエル人の苦しみをかえって大きくしてしまいました。この期間、モーセには神を信じ抜く信仰が必要でした。イエスは、ラザロが病気だと聞いてから、なお二日同じ場所に滞在されましたが、その時に主が持っておられた御父を信じる信仰と同じ信仰が、モーセにも必要でした。


  　あなたが携えている神からの解放のメッセージが、解放のかわりに火のような苦難をもたらす時、その苦難に遭う人々はあなたを非難するでしょう。その時、あなたは忍耐して主の時が来るのを待ち、主の許しがあるまで行動や発言を控えなければなりません。また、あなたは火のような試練がますます激しく燃えさかるのを、黙って見ていなければなりません。これこそ真に「主の苦難にあずかる」ことです。ああ、これはとてもつらいことです！しかし、ただこうすることによってのみ、私たちはキリストの苦難にあずかることを学べます。主はラザロの墓で深い憤りと心の動揺を感じました。その時の主と同じように、私たちも深い憤りと心の動揺を感じつつ主と共に待ちます。やがて必ず、苦しんでいる人は主の声を聞き、主の復活の力によって新しいいのちによみがえらされます。


  　このように、モーセは苦しむ人々のために苦難を受けました。四十年前のモーセは、同胞たちの労役を見て憤慨し、エジプト人を打ち殺しましたが、このような苦難は決して経験しませんでした。かつてモーセは苦難にあずかることができませんでしたが、今はできます。おお、モーセはなんと苦しんだことでしょう！彼は主に向かって叫びました。「あなたはご自身の民を少しも救い出そうとなさいません」。イスラエルが過酷な束縛の下で抑圧されていたため、モーセの心は晴れませんでした。主が、再びパロのもとに行くよう、モーセに命じられた時、彼は意気消沈して答えました。「ご覧ください。イスラエル人でさえ、私の言うことを聞こうとしないのです。どうしてパロが私の言うことを聞くでしょう」（出エジプト記六・十二）。


  　エホバはこの訴えになにも返答されませんでした。なぜなら、問題はすでに解決されつつあったからです。エホバはただ、モーセにパロのもとに行くよう命じ、「見よ。わたしはあなたをパロに対して神とし、あなたの兄アロンはあなたの預言者となる」と仰せられました。これは、モーセが神の力と権威を帯びて、神の代わりに異教の王の前に立つことを意味しました。


  　このあと、「主が命じられたとおりに彼らは行った」（出エジプト記七・六等）という記述が繰り返し出てきます。彼らは一歩一歩従わなければなりませんでした。モーセとアロンの二人は、静かに、忠実に、神の指示に従いました。神が御言葉を実証されるたびに、どれほど彼らの信仰は増し加わったことでしょう！神の力の最初の現れは、モーセが以前見た、杖を蛇に変えることでした。そしてそれ以降、信仰の成長に応じて、奇跡はますます偉大なものになっていきました。


  　神は最初の三つの天罰をパロに下す時、あの小さな杖を使われました。しかしその後、神はモーセに「主はこう仰せられる」と告げるよう命じ、杖を使わずにその御言葉を実行されました。なぜ神は杖を使うのやめたのでしょう？モーセが杖に頼り始めたからでしょうか？


  　たとえ神が私たちに与え、神が過去に用いたものでも、私たちがそれに頼ることを神は許されません。私たちには主の絶え間ない守りが必要です。それにより、私たちは主ご自身と主の御言葉以外のものに固執したり頼ったりすることから守られます。最後の最後まで、これはそうであり続けるでしょう。私たちに対する神の不思議な取り計らいの多くは、これで説明がつきます。主から受けたものは、主に戻さなければなりません。私たちは主から授かったものをその都度主にお返ししなくてはなりません。そうするなら、私たちはなにものにもとらわれずに、主の御旨に従うことができます。


  　また私たちは、神が働かれる方法についての先入観からも自由でなければなりません。神は初めの三つの奇跡では杖を用い、その後、杖無しでも御業をなせることをモーセに示されました。なぜなら、神は御業をなすのになにも必要とされないからです。次の奇跡は、モーセを通して語られたエホバの御言葉によってなされました。モーセが「主はこう仰せられます。『……明日、このしるしが起きる』」（出エジプト記八・二〇～二三）と語ると、それに続いてあぶの群れがやって来ました。また、モーセが「主はこう仰せられます。『……非常に激しい疫病が起きる』」（出エジプト記九・一～三）と語ると、その言葉どおり疫病が家畜を襲いました。


  　神は再び方法を変えられました。神はそれまでとは異なる方法で六番目の天罰を下されました。この時、神は再び杖を使われました。モーセはこれらすべてのことから、神の御手の中で柔軟で従順であるよう教わりました。またモーセは、一度に一歩ずつ進むことを学び、その日に神がどう働かれるのか、先入観を抱いてはならないことを学びました。


  



  ２．妥協しない忠実さ


  　一点もたがえずに神の御言葉に従うことが、モーセには絶対必要でした。パロは自分に天罰が下った時、交渉して妥協をはかろうとしました。しかし、モーセは神の御言葉から逸れるべきではありませんでした。もしモーセが少しでも主の期待に背いていれば、イスラエルを解放するという主の御計画は台無しになっていたでしょう。モーセは一瞬たりとも、神から離れて行動しようとしませんでした。


  　パロは「この国内でおまえたちの神にいけにえをささげよ」と言いました。モーセは「どうして国内でいけないことがあろうか？これ以上の妥協はもはや望めそうもない」と言うこともできたはずです。しかし、モーセはその妥協案を呑みませんでした。なぜなら神は、エジプトを出て三日の道のりを旅するよう、仰せられたからです。ですから、モーセたちはなんとしても三日の道のりを旅しなければなりませんでした。


  　パロは再び「さあ、壮年の男だけ行け」と言いました。この提案も受け入れることはできません。なぜなら、神は「すべての人」と仰せられたからです。パロは次に「行け。……ただおまえたちの羊と牛は、とどめておけ」と言いました。しかし、自分を立ててくださった方に忠実な神の僕は、妥協せずに、「私たちは家畜もいっしょに連れて行きます。ひづめ一つも残すことはできません」と答えました。


  　神のすべての御言葉に絶対的に従うようになるまで、私たちは決して「顔と顔を合わせた」より深い神との交わりに導かれることはありません。


  　「神の友」と呼ばれるのは容易なことではありません。アブラハムはそのために多くの涙を流し、望みえない時に望みを抱いて、「神は御言葉を成就してくださる」と信じつつ、苦難の時を過ごしました。モーセはイスラエルの苦難とパロの術策に直面しましたが、大きな代価を払って堅く神に従い続けました。


  　忠実さが実証され、信仰があらゆる試みを耐え抜いた時はじめて、私たちは顔と顔を合わせた神との交友を十分に経験することができます。


  



  ３．神が責任を負ってくださることを絶えず覚える


  　「自分が従っている方に信頼する時、完全な従順は完全な安息をもたらす」と言われてきました。これは真実です。だからこそ、私たちは神を知るよう努めなければならないのです。そうするなら、私たちは神の御旨をはっきりと知り、神の支配に完全に服すことができます。


  　モーセは自分が従っている神を知っていました。それゆえ、彼はなに一つ責任を負いませんでしたし、この世の君との戦いの行方についても尋ねようとしませんでした。「モーセは主に向かって叫んだ」という記述が繰り返し出てきます。モーセがそのように語った結果、パロはモーセではなく神を相手にしなければならないことを悟りました。


  　私たちはこのような神の使者でしょうか？メッセージを伝える時、私たちは自分を表立たせないようにしているでしょうか？私たちが遣わされた相手の人々は、使者ではなく神を相手にしなければならないことを悟っているでしょうか？ああ、恐ろしいことに、私たちの多くは霊の奉仕の第一の要素をほとんど学んだことがないのです！私たちは自分の小さな役柄に熱中するあまり、神と人との間に割り込んでしまいます。それどころか、私たちは主の御旨を知る方法を学ばなかったために、「このように主が言われる」と語ることを恐れさえします。


  　モーセが「主に向かって叫ぶ」時、事が成就することを、パロも知っていました！「祈って求めるものはなんでも、すでに受けたと信じなさい。そうすれば、そのとおりになります」。自分の祈りが神の御旨にかなっているかどうか、モーセには全く疑問の余地がありませんでした。「おお神よ、もしあなたの御心でしたら、この災いを取り除いてください」という祈りは、この場合役に立ちません。モーセは裁きの撤回をくどくどと祈り求めませんでした。聖書は、モーセがパロに告げた言葉を記しています。「私は主に向かって手を伸べ広げましょう。そうすれば雷はやみます」。すると、「雷と雹はやんだ」（出エジプト記九・二九、三三）！


  　意味のない祈りが多くなされる根本的な原因は、神に対する無知、神の御旨と書き記された神の御言葉に対する無知です。神が私たちに御旨を明らかに啓示してくださっているのですから、どうして私たちは「もしあなたの御旨なら……」などと言う必要があるのでしょう？私たちがなすべきことはただ、神に御言葉を示して、「あなたが語られたとおりになさってください」と大胆な信仰によって申し上げることだけです。神は、ご自身の子どもである私たちに、「信仰の祈り」についてまだまだ多くのことを教えなければなりません。「信仰の祈り」はその求めるものをすべて得ます。なぜなら、「信仰の祈り」は神の御旨に従って求めるからです。私たちは何を祈るべきか知りません。しかし、聖霊は御旨に関するあの直感的知識を私たちに与えることができます。その知識は彼との親密な歩みから生じます。


  　ホレブ山での神との会見から始まった、従順と信仰の驚くべき生涯の記録を読み進んでいくと、事あるごとに「モーセは主に向かって叫んだ」という記述に出くわします。モーセが苦難と戦いを通して連れ出した人々が彼に逆らった時、彼は主に頼りました。忠実な僕は大胆に神に語り、反逆的なヘブル人たちに対する責任を何度も神に委ねました。


  



  ４．大胆さ


  　「信仰によって、彼は、王の怒りを恐れないで、エジプトを立ち去りました。目に見えない方を見るようにして、忍び通したからです」（ヘブル十一・二七）。このヘブル人への手紙の短い御言葉は、モーセの大胆さが信仰から出ていたことをはっきりと示しています。また、この御言葉はモーセの全生涯に光を投じます。モーセの信仰は、彼が試練を耐え忍ぶにつれて、日に日に成長していきました。モーセが試練を耐え忍べたのは、肉眼では見えない方を信仰の目で見ていたからです。「神に近づく者は、神がおられることと、神を求める者には報いてくださる方であることを、信じなければならないのです」（ヘブル十一・六）。モーセは信仰によってエジプトを立ち去りました。その信仰は、神がすべてを見通しておられることを信じる信仰であり、神が王の怒りから守ってくださることを信じる信仰であり、神によって未知の荒野に連れ出された未熟で無力な大群衆を、神が保護・供給してくださることを信じる信仰でした。


  　モーセにとって、「目に見える事柄」よりも神の方が大いなる現実になっていきました。そして、彼の信仰の歩みはますます大胆になっていきました。ついには、彼にとって、目に見えない方の方が目に見えるものよりも確固とした現実になりました。モーセは王の王との交わりの中を恐れず歩んでいたのですから、どうして「王の怒り」を恐れる必要があるでしょう？


  　「信仰によって、初子を滅ぼす者が彼らに触れることのないように、彼は過越と血の注ぎとを行ないました」（ヘブル十一・二八）。イスラエルのために神の力と結合していたのは、モーセの信仰でした。神は、「小羊を殺してその血を注ぐなら、滅ぼすものが触れることはない」と仰せられました。モーセは神を信じ、「信仰によって」それを行ないました。モーセは、家の外で神の裁きが下されている間、全く恐れませんでした。なぜなら、イスラエル人たちはほふられた小羊の血の下で保護されていたからです。


  　モーセの信仰はなんと素晴らしかったのでしょう！それはアブラハムの信仰よりも偉大でした。アブラハムは最初自分のために信仰を持ち、次にイサクのために信仰を持ちました。しかし、モーセは一国家の解放のための信仰を持っていました。


  　「信仰によって、彼らは、乾いた陸地を行くのと同じように紅海を渡りました。エジプト人は、同じようにしようとしましたが、のみこまれてしまいました」（ヘブル十一・二九）。モーセは紅海を渡る危険を冒すことを恐れませんでした。なぜなら、彼は神に従っていたからです。モーセは主の御力の杖を用いて、手を海に向かって伸ばしました。モーセのわざには信仰が伴っていました。神はその信仰を実証されました。そして、信仰によってそのわざが完成・成就されました。海の水は分かれ、イスラエルは乾いた陸地を行くのと同じように紅海を渡りました。イスラエル人は危険の中を進みましたが、エジプト人は後に続いて行こうとして災いに遭いました。


  　ああ！今日も同じではないでしょうか？生ける神の御言葉がなければ死に遭うような道でも、信仰があれば恐れずに歩めます。エジプト人は信仰の歩みを真似しようとしましたが、溺れてしまいました。生ける信仰を真似しても、試みの時に立つことはできません。神の子どもたちといえども注意する必要があります。神の命令と神の臨在の保証なしに、他の人々の歩みに従おうとしてはいけません。さもないと完全に失敗するでしょう。


  　おお、信仰は本当に、望んでいる事柄の保証であり、目に見えない事柄の証拠です！「信じる者には、どんなことでもできるのです」。主よ、私たちの信仰を増してください！


  　最後に、モーセの謙遜さについて簡単に述べましょう。イテロがチッポラと二人の息子を連れて荒野のモーセのもとにやって来ました。その時モーセがイテロに示した姿勢を見ると、彼の謙遜さがよくわかります。モーセが神のなさったことをイテロに告げると、イテロは喜びました。その後、民の間のはてしない争い事をモーセが一人で解決しようとしているのを見て、イテロは他の人々に仕事を分配することを提案して言いました、「もしあなたがこのことを行なえば――神があなたに命じられるのですが――あなたはもちこたえることができるでしょう」（出エジプト記十八・二三）。モーセはイテロの提案を拒否しませんでした。なぜなら、モーセはそれまで個人的に神に導かれてきたからです。モーセが提案を受け入れたこの事例は教訓的です。神を深く知ることを学んだ人は、他の人々の話に敬意を払って、注意深く、喜んで耳を傾けることができます。


  　モーセをシナイ山での「顔と顔を合わせた」交わりにもたらすのに、イテロは重要な役割を果たしました。もし、イテロの賢明な助言がなく、神の僕モーセに素直な心がなければ、モーセが四十日間神のもとに行っている間、宿営は混乱していたでしょう。


  



  第七章 栄光から栄光へ



  
    主はモーセに仰せられた。「山へ行き、わたしのところに上れ」。そこでモーセは神の山に登った。……すると雲が山をおおった。そして主の栄光がシナイ山の上にとどまった。（出エジプト記二四・十二、十五～十六）

  


  　エホバご自身がイスラエルをエジプトから連れ出されました。エホバは、「昼は雲の柱の中で、夜は火の柱の中で」ご自身の臨在を現されました。イスラエル人は一歩一歩荒野を導かれ、エジプトを出て三ヶ月目にシナイ山に到着しました。そして、その山の前で宿営しました。


  　この場所で神は、ご自身が贖った民にご自身の律法を与え、ご自身の忠実な僕をご自身とのより緊密な親しい交わりに召すことを意図されました。


  　モーセはホレブ山で神に会った時、恐れて顔を隠しました。しかしその時以降、モーセはその従順な歩みにより、また神に完全に拠り頼むことにより、神をいっそうよく知るよう整えられました。彼は「力から力へと」進みました。内気でしりごみしていた男は、大胆で恐れることを知らない、目に見えない神の忠実な僕に変えられました。モーセは目に見えない神と日に日に交わりました。これと同じように、信仰と従順により、私たちは現在の神の御旨を知り、いっそう豊かな交わりのために整えられます。


  　神は柴の中の燃える炎としてモーセに現れました。その日からシナイに到着するまでの間、神が個人的にご自身をモーセに啓示されたという記録はありません。モーセはパロとの戦いの後、つぶやくイスラエル人と一緒にシナイに向かって旅しましたが、その間の神と僕との交わりは「主はモーセに語られた」という言葉で描写されています。


  　しかしシナイ山に到着した時、「モーセは神のみもとに上って行き、主は山から彼を呼ばれ」ました（出エジプト記十九・三）。おそらくモーセは、民に関する主の御心を知るために、雲の柱の中におられる主を求めたのでしょう。民は今、シナイに集まっています。この時から忠実な僕は、神とのより親密な交わりに一歩一歩導かれていきました。ついに、彼は栄光と焼き尽くす火の中に入ることを許されました。そして、彼はその中から再び出てきて、天の光で輝く顔で人々の間を歩み、地上で最も柔和な人として知られるようになりました。


  　最初に主がモーセをシナイに呼ばれた時、主はモーセに短いメッセージを与えてイスラエルのもとに帰されました。そのメッセージは、神がイスラエルをご自身の民として扱う上での基本的な条件を示していました。


  　モーセは、「私たちは主が仰せられたことをみな行います」というイスラエルの返事を携えて主のもとに戻りました。それからモーセは、「三日目のために用意するように」という指示を受けました。主は、三日目にシナイ山に降りて来て、民全体の目の前でモーセに語る、と仰せられました。


  　厳重な準備の後、三日目にモーセは民を神との会見に臨ませました。彼らが山のふもとに立った時、主が火の中で降りて来られたので、全山が激しく震えました。角笛の音がいよいよ高くなりました。モーセは語り、神は声を出して彼に答えられました。神は山の頂にモーセを召されました。


  　山に登る途中、モーセは再びふもとに戻されました。それは、イスラエルが主を見ようと押し破って来て、多くの者が滅びることのないよう、彼らに厳しく命じさせるためでした。モーセはもう一度山に登り、頂の濃い暗闇に達しました。その光景があまりにも恐ろしかったので、モーセは「私は恐れて、震える」と言いました（ヘブル十二・二一）。


  　これが、ホレブで優しく恵み深くモーセの恐れに耳を傾けてくださった神と同じ神なのでしょうか？どうして、モーセは自由に神と語れたのでしょう？


  　最初の頃、主はとてもあわれみ深く、ご自身を私たちに啓示してくださいます。そして、私たちの耐える力に応じて、私たちを導かれます。そしてついに、私たちは主の聖さをいくらか知るようになり、自分が焼き尽くす火である方と関わっていることを、敬虔な畏れとおののきとをもって学ぶようになります。


  　私たちの多くはホレブで主と会い、燃える炎として私たちの内に住んでおられる主の啓示を受けました。私たちは従順と信仰によって主と共に歩む一方で、解放のメッセージを携えて束縛の中にある人々のもとに行きました。危難の時に、私たちは主に信頼することを学びました。私たちは勝利の歌を歌い、その後の試みの中で、自分のいのちの苦い水を天からのいのちの甘い水に変える「木」の力を経験しました。


  　アマレクとの戦いで、私たちは神の高く上げられた御手の力を学びました。また私たちは、神が私たちを恵みから恵みへと導かれた時、忠実に神と共に働きました。しかし、私たちはどれほど、山で「顔と顔を合わせて」神と交わることを望んできたことでしょう！どれほど、「わたしと共に来て、頂から見渡せ」という神の召しを切望してきたことでしょう！


  　モーセと同じように、私たちにもシナイの恐るべき威光の中で主が啓示される時が来ます。その時、私たちはイスラエルが震えたように震えるだけでなく、主の義、罪の極度の罪深さ、私たちを贖ってくださった神の聖さを知ります。


  　イスラエルがエジプトにいた時、エホバの戒めは彼らに知らされませんでした。イスラエルが連れ出された時、彼らは自分たちを贖ってくださった方を全く知りませんでした。彼らはエジプトの習慣、義や不正に関するしまりのない考えを持ったまま、エジプトを出ました。イスラエルが束縛から解放されて、エジプトの古い生活から分離されるまで、神は彼らにご自身を啓示されませんでしたし、神の御名を担う人が送るべき義しい生活についても啓示されませんでした。それは、モーセにとっても、民にとっても、大いなる啓示でした。


  　民は震えて遠く離れて立ちましたが、「モーセは神のおられる暗闇に近づいて」行きました（出エジプト記二〇・二一）。ヘブル人への手紙十二・十八～二四にはこう記されています。「あなたがたは、（シナイ山の）黒雲、暗闇、あらしに近づいているのではありません。シオンの山、仲保者イエス、注ぎの血に近づいているのです」。霊的生活のどの段階でも、私たちは主の血によって大胆に至聖所に入ることができます。私たちは、血の注ぎを受けて邪悪な良心を清められ、信仰のまったき確信を持って主に近づくことができます。しかし、私たちが「顔と顔を合わせて」神を知る前に、神は私たちを濃い暗闇の中に引き寄せられます。その暗闇はエジプト人に臨んだ暗闇ではありません。その暗闇は、そこから神が義なる者として語り、私たちの生活を裁かれる暗闇です。それにより、私たちの生活は隅々まで矯正され、神の御旨にかなうものとされます。


  　モーセは神の戒めを持ってイスラエルのもとに戻りました。契約が結ばれて民に血が注がれた後、アロンと二人の息子、それにイスラエルの七十人の長老は、モーセと一緒に山に登って、イスラエルの神を仰ぎ見ることを許されました。「御足の下には明るいサファイヤを敷いたようなものがあり、青空のような透明さであった。……彼らは神を見、しかも飲み食いした」（出エジプト記二四・十～十一）。この「透明さ」は、主が以前モーセにご自身の律法を与えた時の暗闇と全く対照的です。この対比は、長老たちが山に登る前に、モーセが麓で民と契約の書に注いだ血の効力を示しているのではないでしょうか？少なくとも、恵みの福音によればそうです。神はご自身の子どもたちの生活を裁かなければなりません。神はその取り扱いにおいて、ご自身の子どもたちをさらなる暗闇の中に導かれるかもしれません。しかし、聖霊により適用されるイエスの血を通して、暗闇は過ぎ去り、彼らは妨げるものがなにもない天の透明な光の中に出てきます。


  　イスラエルの長老たちは「遠く離れて」神を見ました。この幻は、モーセが知るべき「顔と顔を合わせた」交わりではありません。「神が光の中におられるように、光の中を歩む」（一ヨハネ一・七）ことは確かに祝福です。しかし、私たちはもっと近くに引き寄せられて、光そのものである神の中に導いてもらえるのです。それはちょうど、神を仰ぎ見る特権を授かった人々の中からモーセが呼び出されて、聖なる神を個人的に知るよう召されたのと同じです。エホバは、「山へ行き、わたしのところに上り、そこにおれ」と仰せられました（出エジプト記二四・十二）。


  　モーセは直ちにその召しに従いました。彼は一人で頂の雲の中に入りました。その雲は、今や濃い暗闇ではなく、栄光でした。なぜなら、「主の栄光がシナイ山の上にとどまった」からです。傍観者にとって、それは「焼き尽くす火」でした。四十日四十夜、モーセはこの焼き尽くす火のそば近く、あるいはその中にとどまりました。


  　モーセは六日間黙ったまま、神が語られるのを待ちました。その後、神は彼に幕屋の型を啓示されました。その幕屋は、神がご自身の民のただ中に住むためのものでした。


  　この物語は実際の経験と驚くほどよく一致します！神がおられる暗闇の中で、私たちは神の裁きを学びます。また、「幕の内側の」栄光の中で、私たちは生活の模範を示されます。暗闇と裁きと血の注ぎの後、私たちは山に登り、神の幻を見ます。その山上で神の光が私たちの生活の中に射し込みます。また、私たちは主の臨在の中で食べ飲みし、互いに交わりを持ち、すべての罪を清めるイエスの血にあずかります。しかし、雲の中に入って行って、焼き尽くす火の中に住むよう召される時、私たちは一人です。たった一人で、私たちはいと高き方の秘密の場所に入り、「顔と顔を合わせて」彼を知ります。


  　六日間の沈黙。神は七日目に、じっと待っていた僕に語られました。これは創造の六日間を思い起こさせます。創造において、神が「……あれ」と語られると、そのものが存在するようになりました。そして七日目に、神はなさっていたわざをすべて休まれました。


  　それと同じように、六日間、雲が山とモーセを覆いました。神は、ご自身の僕が「穏やかな静けさ」に達するのを待っておられました。神は「穏やかな静けさ」の中でご自身とその御旨を啓示されます。この静けさの中、宿営の思い出やせわしさはすべて過ぎ去り、心や思いの中の被造物的活動は完全に静まりました。モーセはこの静けさの中、イスラエルの必要や友人たちの要求といった重荷をすっかり下ろしました。


  　七日目に（七という数字は完成を表します）、神は満足されました。民に啓示を伝える人の用意は整いました。山の上でモーセに示された型は、そのまま民に与えられました。なぜなら、モーセの心は静かに澄み渡り、他のあらゆる事柄から解放されていたからです。彼はただ受け取るだけでした。それから、彼は宿営に遣わされて、「山の上で見せられた」型を他の人々に知らせました。


  　神は今日も啓示を伝える人を必要としておられます。神が求めておられるのは、モーセのように神を知ることを求める人、全く空っぽにされて主に引き寄せられることを願う人、神から与えられた務めからさえも進んで離れる人です。そのような人は、神の霊的な宮を建造するための型を携えて出てきて、神から与えられた確信をもって「主はこう仰せられる」と告げることができます。


  



  第八章 「顔と顔を合わせて」



  
    モーセが天幕に入ると、雲の柱が降りて来て、天幕の入口に立った。主はモーセと語られた。主は、人が自分の友と語るように、顔と顔を合わせてモーセに語られた。（出エジプト記三三・九、十一）

  


  　モーセが山の頂にいる間、宿営で事件が起きました。その事件がきっかけで、モーセは自分を完全に神に明け渡すことになりました。その明け渡しは、彼の生涯の中で最高のものでした。その事件とモーセの明け渡しとの関連はよくわかりませんが、その重大な危機の後、「主は、人が自分の友と語るように、顔と顔を合わせてモーセに語られた」と聖書は告げています。


  　民は神との交わりに関してモーセに頼っていました。しかし、そのモーセが戻ってこないのを見て、民はアロンのもとに集まって叫びました。「さあ、私たちに先立って行く神を造ってください。私たちをエジプトの地から連れ上ったあのモーセという者がどうなったのか、私たちにはわからないから」（出エジプト記三二・一）。民はエジプトの習慣の強い影響を受けていました。エジプト人は礼拝のために外面的な神々の象徴を持っていたので、イスラエルは自分たちにも外面的な象徴が必要だと考えました。アロンは弱く、また民を恐れたため、民の叫びに屈して、目に見える神の代替物を彼らに与えました。そして民は、エホバを礼拝するという名目の下、心ではエジプトに向かい、行いでは罪を犯しました。


  　山の上で、神は宿営で起きていることをモーセに告げて言われました、「今はただ、わたしのするままにせよ。わたしの怒りが彼らに向かって燃え上がって、わたしが彼らを絶ち滅ぼすためだ。しかし、わたしはあなたを大いなる国民としよう」（出エジプト記三二・十）。しかし、モーセは神を知っていました。彼は信仰の力を見ていました。彼は、民のために偉大な御業をなさった主の、あわれみ深い御心を確信していました。彼は大胆な信仰により神に御言葉を示し、「あなたが誓われたことを思い出してください」と言いました。モーセは力強く神を説得しました。


  　エホバは、「わたしはあなたを大いなる国民としよう」と言われました。しかし、モーセはイスラエルを犠牲にして得られる栄光を欲しませんでした。彼の願いは、民を約束の地に連れて行くことでした。彼は民のために嘆願し、苦しみました。彼の心は、民に嗣業をつがせたいという切なる願いでいっぱいでした。


  　他の人々のために祈ることは、深い願いで燃やされて、その人々のために自分を注ぎ出すことです。


  　主は苦労してイスラエルを勝ち取り、カナンへの旅路の間も彼らを守られました。モーセにとって、自分と自分の家族が栄光を受けるかわりに、その尊い民が損失を被るなどという考えは、一瞬たりとも容認できませんでした。彼は「神の御顔に嘆願し」（出エジプト記三二・十一、欄外）、主に御言葉を思い起こさせました。その結果、「主はその民に下すと仰せられたわざわいを思い直され」ました。それから、モーセは主の臨在を離れ、山のふもとに向かいました。彼は、神の裁きが民の罪の上に下る前に、早急になすべきことがあることを知っていました。


  　モーセは山頂の聖なる臨在の静けさの中から出て、宿営に下りました。彼は罪に対して憤り、金の子牛を取って、それを焼き、粉々に砕きました。アロンはモーセに弁解して、「民はつい出来心で過ちを犯してしまったのです」と言いました。出来心だろうとなんだろうと、モーセには関係ありませんでした。聖なる神の臨在の中から戻ってきたモーセにとって、生ける神から異教の偶像に転じたイスラエルの罪と恥は一目瞭然でした。そのため、彼は言い訳を聞きませんでした。


  　その夜は、モーセにとってなんという夜だったことでしょう！彼はその日起きた出来事を熟考しました。彼はよくよく考えて祈った末に、罪を犯した民を助けたい一心で、途方もない決断に導かれました。それまでのすべての苦労にもかかわらず、イスラエルが嗣業を失って、神の臨在を取り去られるという考えに、モーセは耐えられませんでした。


  　翌朝になってモーセは民に言いました。「あなたがたは大きな罪を犯した。それで今、私は主のところに上って行く。たぶんあなたがたの罪のために贖うことができるでしょう」（出エジプト記三二・三〇）。モーセは山に戻り、まっすぐ一歩一歩登って行きました。ついに彼は主の臨在に到達し、大胆に願いました。「今、もし、彼らの罪を赦されますならば……。しかし、もしも、かないませんなら、どうか、あなたが記されたあなたの書物から、私の名を消し去ってください」（出エジプト記三二・三二）。


  　モーセがパロの宮殿でエジプトの快楽や富を放棄する決断を下したのは、彼が報いとして与えられるものから目を離さなかったからです。しかし今、彼はイスラエルのために、事実上その報いをすべて犠牲にすることを申し出ました。エジプトでモーセは、究極的な報いを獲得することを望んで、十字架の道を選びました。しかしその後、神との親しい交わりを通して、彼は神聖な犠牲的精神に導かれました。そして、自分の利益を求める心は彼の中からすっかり消え失せました。


  　「交わりは協力以上のものである」と言われています。交わりは、霊と霊、心と心の混ざり合いです。ですから、言葉は不要です。なぜなら、両者は一つだからです。


  　モーセの言葉を理解するには、その背後にあるキリストの精神を知り、それにあずかる必要があります。なぜなら、モーセの言葉は強烈な自己否定の精神から出ているからです。ほとんどの人は、そのような強烈な自己否定を知りません。しかし、キリストの教会のためにキリストの苦難にあずかっている人々なら、モーセの言葉の意味を理解できます。なぜなら彼らは、主との交わりを通して、自分たちの魂を死に至るまでも注ぎ出すことを学んだからです。彼らが自分たちの魂を注ぎ出すのは、主の贖いにあずかるためではなく、犠牲の法則を満たすためです。犠牲の法則が満たされる時、他の人々にいのちが流れます。


  　主イエス・キリストにあって啓示された神の御心から推察すると、エホバは嘆願する僕をご覧になって深く感動されたにちがいありません。なぜなら、永遠の過去において、小羊は人々の罪の贖いのために、ご自身を御父に献げられたからです。世の基が据えられる前から、小羊はすでにほふられていました。


  　罪のための供え物の意義をイスラエルに教える計画を、エホバはモーセに示されました。エホバは、神の御子を前もってこの世に示すために、その型をモーセに示されました。神の御子は、すべての型の成就者として、カルバリと呼ばれる場所で供え物になることが定められていました。神の御子は、全世界の罪のための、完全で十分ななだめの供え物です。


  　神はモーセに、青銅の祭壇に関する指示を与え、贖いが絶対に必要であることを示されました。それによると、雄牛とやぎの血によってイスラエルの罪はおおわれます。その時モーセは、なぜ自分たちがほふられた小羊の血によってエジプトで滅ぼす者から守られたのか、はっきりと理解しました。モーセは神の立場から罪を見て、贖いの必要性を見ました。この啓示はモーセの魂の奥底にまで達したので、イスラエルの重大な罪にもかかわらず、「神は自分を受け入れて民を赦してくださる」と彼は考えました。


  　モーセはあらゆることで自分とイスラエルを同一視し、イスラエルと共に苦しむことを決意しました。モーセは、自分が神のひとり子を予表していることを、全く知りませんでした。神のひとり子は、人の姿を取って現れ、ご自身を罪人と同一視されました。「神は、罪を知らない方を、私たちの代わりに罪とされました。それは、私たちがこの方にあって神の義となるためです」（二コリント五・二一）。


  　この神の人は聖霊で満たされていたので、主の立場からイスラエルを見て、言いようのないあわれみを覚えました。事実、彼にとって、この世はもはや以前と同じではありませんでした。なぜなら、彼は神の御心に引き寄せられて、それと一つにされたからです。その結果、彼は必然的に主の御思いにあずかり、罪を憎む一方で罪人に同情するようになったのです。


  　主はモーセの嘆願に答えて、「今は行って、わたしがあなたに告げた場所に、民を導け」と言われました。モーセの申し出は主に受け入れられませんでしたが、その願いは聞き届けられて、イスラエルは主に棄てられることを免れました。とはいえ、後で彼らの罪が裁かれることは避けられませんでした。


  　この時から、モーセはいっそう親しくエホバと交わることを許されるようになりました。それまで、彼は主に呼ばれた時だけ山に登りました。しかし今、彼は自由に「会見の天幕」の中の神の臨在に近づくことができます。「会見の天幕」はその目的のために設けられ、宿営の外に張られました（出エジプト記三三・七）。モーセが天幕に出て行く時、雲の柱が降りて来て、天幕の入口に立ちました。人々はこの素晴らしい光景を見ることができました。一方天幕の中では、主が「モーセと語られ」、「人が自分の友と語るように、顔と顔を合わせてモーセに語られ」ました。「彼とは、わたしは口と口とで語り、明らかに語って、なぞで話すことはしない」（民数記十二・八）。


  　私たちはこの時点で、神とその「友」の会見の光景を垣間見ます。その光景はモーセの内なる生活を私たちに開いて見せます。彼の内なる生活は、神との合一に向かって絶えず発展していきました。


  　それまで、モーセが主の臨在の中に入って主と会談してきたのは、民のためでした。ホレブでは、召命を受けるためでした。シナイでは、まず第一に、様々な律法を学ぶためであり、次に、山頂に四十日間とどまって、神が住まわれる幕屋の型の啓示を受けるためでした。


  　しかしここで、私たちは覆いを取り除かれて、神とモーセの親しい交友を見ます。民のために自分を明け渡したあの大いなる自己放棄の後、モーセは主と親しく交わることを許されるようになりました。今やモーセの願いはただ一つだけです。「今どうか、あなたの道を教えてください。そうすれば、私はあなたを知ることができます」（出エジプト記三三・十三）。モーセはあらゆる障害を乗り越えて神のもとに行きました。「わたし自身があなたと一緒に行こう」（三三・十四）という主の約束に勇気づけられて彼は言いました、「どうか、あなたの栄光を私に見せてください」。私たちは主イエスの御言葉からモーセの願いを理解することができます。神の御子は地上におられた時、永遠の昔から神の御心の中にあった願いを弟子たちに明かして言われました、「わたしは、あなたがわたしに下さった栄光を、彼らに与えました。それは、わたしたちが一つであるように、彼らも一つであるためです。……父よ。お願いします。あなたがわたしに与えてくださった者たちをわたしのいる所にわたしといっしょにおらせてください。それは、彼らがわたしの栄光を見るためです」（ヨハネ十七・二二～二四）。


  　エホバはモーセに答えて言われました、「人はわたしを見て、なお生きていることはできない」。それからエホバは御計画――追放された罪人が神に連れ戻される計画――の予型を示されました。私たち呪われた罪人は、主を見てなお生きていることはできません。しかし、裂かれた岩（キリスト）の中に隠される時、私たちは神の栄光を見ることができます。時が満ちた時、主イエスは罪人のために死なれました。それは、私たちが主の中で死んで、主が用意してくださったところに行くためでした。今や私たちは、イエス・キリストの御顔に輝く神の栄光を見ます。キリストは神の栄光の輝きであり、神の本質の完全な現れです。


  　「会見の天幕」での会談の後、モーセは再び山の頂に立つよう命じられました。主は雲の中で降りて来られ、モーセとともにそこに立って、主の名によって宣言されました。「主、主は、あわれみ深く、情け深い神、怒るのにおそく、恵みとまことに富み、恵みを千代も保ち、咎とそむきと罪を赦す者、罰すべき者は必ず罰して報いる者。父の咎は子に、子の子に、三代に、四代に」。主はこのようにご自身の性格と恵みをモーセに啓示されたので、彼は急いで地にひざまずき、伏し拝みました。


  　モーセは再び、山頂で四十日四十夜過ごしました。後にモーセは、この二回目の神との長期の交わりで何があったのか、イスラエルに話しました。「私は四十日四十夜、主の前にひれ伏して、パンも食べず、水も飲まなかった。……それは、あなたがたが犯したすべての罪のためであり……その時、私はアロンのためにも、とりなしをした」（申命記九・十八～二〇）。


  　モーセは、民のために犠牲になるという途方もない申し出をした後、民のために四十日間とりなしました。モーセが宿営に戻った時、その顔は主の栄光を反映して輝いていました。しかし、モーセはそれに気づいていませんでした。その栄光があまりにもこの世のものとは異なっていたので、アロンと民はモーセに近づくのを恐れました。しかし、モーセは前と同じように、彼らを呼び寄せて、彼らと語りました。けれども、主を知らない人は、主の光の反映にさえ耐えられません。そこで、人々と語る時、モーセは顔を覆う必要がありました。モーセとその仲間たちとを隔てていたのは、実のところ、主の臨在だったのです。今や彼の課題は、自分と会う人々を安心させることです。なぜなら、結局のところ、モーセはただの人間にすぎないからです。


  　モーセは人々に対して覆いで隠されましたが、神に対しては隠されませんでした。なぜなら、モーセが行って主と語る時、覆いは取り除かれ、モーセが出てきて人々の間を行き来する時、再び覆いがつけられたからです。他の人々から分離されなければ、モーセはエホバと親しく交わることができませんでした。モーセはなんと孤独で孤立していたことでしょう！これが「顔と顔を合わせた」神との交わりの意味です。神の側から見ると、それは「顔覆いを取り除かれて、鏡のように主の栄光を反映させながら、栄光から栄光へと、主と同じ姿に変えられていく」生活です。しかし、この神との親しい交わりの結果、知らず知らずのうちに、また必然的に、他の人々に対して覆いで隠され、地上の物事から分離されます。また、ごく普通の生活という覆いの下にも隠されます。「人に知られないようでも、よく知られ、死にそうでも、見よ、生きており、罰せられているようでも、殺されない」、「私たちは、この宝を、土の器の中に入れているのです。それは、この計り知れない力が神のものであって、私たちから出たものでないことが明らかにされるためです。私たちは、四方八方から苦しめられますが、窮しません。途方にくれますが、行きづまりません。……イエスのために絶えず死に渡されていますが、それは、イエスのいのちが私たちの死ぬべき体において明らかに示されるためです」（二コリント六・九、四・七～十一）。


  　この時から、神の御旨を民に伝えることがモーセの主要な働きになりました。聖書は告げます、「モーセという人は、地上のだれにもまさって柔和であった」（民数記十二・三）。これが天的ないのちのしるしであり、神との親しい交わりの結果です。神の聖なる御子であるイエスは、ご自身について、「私は柔和で、へりくだっている」と言われました。主のいのちにあずかり、主と同じ姿に変えられていくにつれて、私たちは神の目に尊い柔和さと穏やかな霊を現すようになります。


  　「顔と顔を合わせて」神を見たこの人から、後に何度も柔和さが輝き渡りました。モーセはイスラエルのためにすでに大きな犠牲を払っていましたが、彼の悲しみと試練はますます大きくなっていきました。彼は四方八方から試みを受けました。彼は神の辛抱強さにあずかることを学んで、民と共に最後まで耐え忍ばなければなりませんでした。


  　試みに次ぐ試みの中、天的な霊が輝き渡りました。モーセが自分の栄光を全く求めなかったことは、ヨシュアに対する彼の対応からわかります。モーセのためを思ってねたみを起こしたヨシュアに、モーセは言いました。「あなたは私のためを思ってねたみを起こしているのか。主の民がみな、預言者になればいいのに」（民数記十一・二九）。ミリヤムとアロンがモーセを非難した時、モーセは黙っていました（民数記十二章）。これも小羊の精神を示しています。


  　モーセはイスラエルのためにあらゆることをしました。それにもかかわらず、モーセの恐れていたことが起きました。イスラエルが良き地の手前で荒野に引き返してしまったのです。私たちはこの時のモーセの苦しみをなにも知らされていません。モーセがイスラエルと一緒にいたのに、ある人々は別の指導者を立ててエジプトに戻ろうとしました。その時、神は再び民を打ち、モーセを選びの民の始祖にすることを提案されました。もしモーセが神の提案を受け入れていたら、彼はその後、強情な国民を担ってうんざりするような年月を過ごす必要はなかったでしょう。しかし、再びモーセは自分の益を全く顧みずに、イスラエルと運命を共にすることを選びました。


  　イスラエルは約四十年間荒野をさまよいました。多くの試みを経た指導者も彼らに同行しました。その期間の終わり頃、モーセにとって状況はさらに悪化しました。それはイスラエルのためでした。広大な恐ろしい荒野と、民の絶え間ないつぶやきや不信仰にうんざりして、モーセは軽率な言葉を口にしてしまったのです。神は「岩に命じよ」と言われました。しかし、モーセは心の苦々しさから、神と共に静かに歩むことをうっかり忘れてしまいました。彼は岩を二度打ち、こうして神に従うことに失敗しました。神はモーセの不従順を一つたりとも見過ごせませんでした。なぜなら、モーセは民の前で義を象徴していたからです。モーセであれ、イスラエルであれ、罪は裁かれなければなりません。モーセは「顔と顔を合わせて」神を知る特権を持っていましたが、特権が大きければ大きいほど、不信の罪は重くなります。主はモーセに判決を下して言われました、「あなたはわたしに対して不信の罪を犯し、わたしの神聖さをイスラエル人の中に現さなかった。それゆえあなたは、わたしがイスラエルの人々に与えようとしている地をはるかに眺めることはできるが、その地に入って行くことはできない」（申命記三二・五一～五二）。


  　「見てごらんなさい。神のいつくしみときびしさを。倒れた者の上にあるのは、きびしさです。あなたの上にあるのは、神のいつくしみです。ただし、あなたがそのいつくしみの中にとどまっていればであって、そうでなければ、あなたも切り落とされるのです」（ローマ十一・二二）。高ぶった思いを抱かずに、むしろ恐れましょう。


  　再びモーセは山（ピスガ山）に登り、そこで約束の地を見渡しました。彼はそこで死に、神ご自身によって葬られました。モーセが死んだ時は百二十歳でしたが、その目はかすまず、気力も衰えていませんでした。荒野での苦難と悲しみの年月にもかかわらず、モーセが消耗しなかったのは、神が彼の力だったからです。
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